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A コア*ファイター FF-XHFb 


RX 78 GP01/RX-78 GPOIFb 

[フルバーニアン.コンパージョン仕様] 

各パーツユニットを粗みかえることで GP 01 
から GPOIFb (フルバーニアン）に換装が可 
能。外したパーツは、メンテナンスハンガー 
に、飾ることができ、メンテナンス中のシー 
ン再現が可能 


Full burnern 11 


RX-78 GPOIFb 

ガンダム試作 1 号機宇宙戦仕様 


フル K - ニアン” 



写 s の完成品は、塗装してあります e 
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ガンダム試作 1 号嫌重力下仕様 






U,a (Universal Century 二宇®世紀）0080年。ジオ 
ン公国が独立を掲げて地球連邦政府と戦った一年戦争※1 
は連邦軍の勝利に終った。この戰孛において初めて実戦に 
投入された “MS (モビルスーツ） S 2" は、既存の兵器彳本系 
を大きく塗り替え、■珞戰術から兵站に至るまで、■争 
の在りようを根眾的に覆してしまった。例えば「戦一 
草」が、あるいは「航空機」が、ひいては「核兵器」が 
そうであったように、今後の“政治” " 経済”および“軍事_ 


にまつわる諸問題を MS 孩きで考えることは不可能と 
なってし示ったのだ。戦争終链後、連邦軍は MS とい 
う S 器そのものの検証を行う必要に迫られていた。連邦 
軍による戰後の M S 開発は、 S ホ的には公国軍の技衛 
を解祈、 C §_ することに始まり、さらに吸収、融合、 

発展する段階に達していた。 

U _ C , 0081年10月13日。連邦議会におい.- 
て、一年戦学の戰後処理の一環と して 「遅 
邦軍 M 建計画※3」が可決された。それに 
伴い、各軍事拠点の再握ち実施された。さ 
らに、公国罠から接収したや施設などによ 
って得た情報から 、 M S に関連 T る彼我の技術格差の是正 
(こおおよその目途が立った頃 、 M S の更なる高性能化を目 
指してひとつのプロジェクトが立案された。それが「ガ 
ンダム開発計画※4』である。この計画には、相当規模の 
公国軍残党が地球園に潜伐、潜在する學実に対する保険 
としての: a 睬もあったため、楂秘揑に推進された 〇 こ 
の計画は、公国軍との ms 関違技術の格差を是正するの 
みならず、連邦■:による安全俣障体制を磐石のちのとす 
るための布石として計画されたものだった。 

プ□ジェクトは r 遅邦單苒建計画 i の一環として認可 
を受け、連邦軍のジョン • コーウェン中将管理のもと、 
U . C .0 081年10月20日、 AE 社（アナ八イム-エレ 
クト□ニクス※ 5) において楂秘禋にスタートした。 
計画の実施に先立ち、 AE 社は一年戦争時に建造され 
た MS の機能をいくつかの要素に分類した。そし 
て、それぞれの機能分化と予測される進化の口 
-ドマップに呈づいて数種類の設計案を提出 
し' 横討期間を経て機体建造を開始した。 

U + C +0 083年9月29日。「ガンダム開発計画」に S づく 
MS のテストへッドとして開発された復数の襪佶の内、 

H 汎用型 MS ”として 
_造された R X - 
78 GP 01 H ガンダム 
試作1号機_が□一 
ルアウトした。 
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人化モフをさらに追及するという f ; 個を 
持"5併せていた。実際、 GP 01 は RX -78 ガンダム以上に 
人間に近い動作を冥現しており、これには達邦軍が独自 
に開発した技術と公国宣による技術融合が貢献している 
と言われている。 GP 01 は昊騃機であるため、櫧侈各 m 
に センサ—などが 造設されており、 RX 78 に搭載されて 
いたバランサーやセンサーはさらにブラッシュアップあ 
GP 01 は、一年戰争 るいは設計変更され、むき出しで仮設されている部分も 


時に m 秀な戰 m を残 
した RX -78, ガンダ 

ムを6” のコンセブト 
の m 承と、さらなる 
高性能化を目標とし 
ていた。そのため、 
ガンダムが採周して 
いたシステムの多く 
が盛り込まれている 
一方で、ガンダムが 
指標としていた 


©る。これらのセンサー類と稼働ソフトの®適化により、 
GP 01 は周辺の状況を把握した上での動作も可能とな 
り、 より人間に近い運動や可動（梪端な冒い方をすれば、 
それは1 土草”や“落に近い）が可能なように設計されて 
いる（この設計思想は、後に他の技術やコンセプトなど 
とも融合し発展することで、ムーバブル • フレーム※8へ 
と昇莖される）。開発当初の MS は、公国系の撥惊であろ 
ぅ と違邦系の機体であろうと、その機能を達成するだけ 
で精いっぱいだったものが、産業としての裾野、あるいは 
工業製品としてのバックグラウンドが圧倒的に拡大した 
ため、その関連技術は部品車位、部材レベルで急速に成熟 


用語解説- 

月3日に勃発 
したジオン公 E のを立戰争のこ 
と。 g こ克からぼ戟【こ至る茂での 
およそ一年に及ぶこと 
から後年こう [? ばれるようにな 

つ T し 


-■iP モドルスーツ 

M 3 という名ねは 、 Mobile 
SUIT (Space Utiiitv insirumems 
丁 3 ct 匕旣751污宇茧啓 ii ) と 
いラ mmDnm に田来している 3 
そして\ MS はその各の通り、 
あ5ゆる戰珩に対 G する g い汎 
用性を示した s MS がほぼ現在 
に近い茁を3街したのはの 
関治から2年後のことで 、 MS 
の名を2されるのらこの”で岛 
つた。 


十3 

これは、ジオン公 S との齡争に 
よって S 口、消15した巧巧适の 
申 二こ、: 

S 旧に i ] え， MS の出現によつ 
て技:;:的な S 亞を佘洁な< c n 
rc ^ Ev , は;:?の再搆苡をち含ん 
でいた。当然、人 m の補充や入 
動も大規模に実 S された 7 
kk 的には * 乾□中の緊 S 人兩 
や::23担当 S を正式に513、3 
3するとい5。罡が ㈢ かつたと 
s わ n ている 3 


カンダム閒発計巴 

一年龄[こおいて釔異的な巧 
3を〇げたガンダムよりさらに 
高性能な機体の團発舒画 d mn 
頂のジョン ■ コーウェン中 g 主 
遇のちと 、 A E 社が中心となつ 
て行なわれ r こ。この stg で□一 
ルアウトし r こ gp シリーズと [.? 
ばれる機体は全部で3体 (4 体 
ともし \ t > n る）。餹事慯によ〇こ 
の SIS は抹消され、 GP シリー 
ズは公式には存在しなかつ厂ここ 
とに落つていろ。 


15アナハイム *1 レクト□ニクス t 

AE は、蒙電裂 S か^^親確 
髮婭氐で生る巨大企-震で芒 
D , 一庄巧争当その影 E 7： 
の大きさから公 E ぶで c え 
を3え r こほどの一大コング□マ 
リソトで■あつた。ま/■こ.戰泛:？ 
いち牮く M S の异器としての價 
秀さに蓊巨し、公国*の主幹に 
メーカーで S つたジオニ 
ック社などを合 S すること 


で.連 K 策を*大の願客としな 
がら、球■最大の MS _ 発生 
eg 力包？つ!!^3 口となつた： 
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ELECJORONICS 
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した。それにより、賴钵内でのアクチユエーターのレイア 
ウトの自由度やフレーム、接合部、可動部などの構造限界 
が飛躍的に改 S されたのである例えば GP 01 では t コ 
ァ ■ ブロックの配 E の変更に伴い、 A パーツ（上半身）の 
うち胸部モジュールに佘剰容稻がほとんど M くなって 
肩部の可動構造のほとんどを腕部モジュールに内装する 
事で他の機体と同等以上の機能の藍得を可能としている。 



っま0、 従来は肩関節のボディ側の構造が_腕を動かして " 
いたものが、_碗が目分で動く H ことが可能となったので 
ある。無論、その機構を固定するための構造をボディ側に 
設ける必要は®るが、構造揺強以舛の内部機構は事実上不 
要となったのである。この構造そのちのは“擬人化”に逆 
行するものだが、それは逆に 1 ■構造を異似る 11 ことなく/人 
間的な挙動' 1 を萬似ることが可能で©ったと言うことでも 
ある。そういった_擬人化”への志向は機钵备所に及んで 
おり、頭部も例外ではない。 GP 01 の頭部は、 RX -78 と 
同様に頭頂部のメインカメラ部と一対のデュアルカメラ、 
そして2門のバルカン砲^9などが内装されている。この 
外観はガンダム系 MS の特徴ともなっているが、試験機で 
ある GPO 1にはさらにモニタリング用の装備が多数増設 
されている。メイン • コンピューターも S 苯的にはコ 
ア ■ ファイターに搭載されているが、頭部ユニットを副次 
的なコ ■ プロセッサーフレームとするシステムも継承さ 


OUTPUT COMPRRflTIUE 

prQpLEl^iDra at thrust ( I [: q ] Q^fipraLpr output ft ： uj ) 

Gp01Fb □ 

GpBI |J 

Pqmercd GM D 

RCM -79 C U 

仙- 7 S □ 








mm ise -333 \m n ^ 5 阳 3 


i m \m ises 23 祝 


れている。ただし、これはコア • ファイターに掊載される 
コンピューターの負担や開発コストなどを減らすことを 
可能とする一方で、.■侈各所に分散配 S された各種センサ 
—を統合制御する機能を撥俸自体に盛り込むことで 、 MS 
のさらなる M 擬人化 " を違成するというコンセプトのため 
であったようだ。パイ□ツト及び戦データなどのサバ 
イバピリティを確俣するため、コア • ブロック • システム 
土1〇も引き続き採用されている他、 RX -78-2 において問 
題となっていた腹部の構造的な脆弱さを補うため、従来の 
バーティカル （ M 直）■イン•ザ • ボディ方式ではなく、ホ 
リゾンタル（水平）-イン.ザ-ボディ方式が試騃的に採 
周されている。コクピットブロックの移動方式などは既 
存のコア‘ブロック_システムとほぼ同一だが、コア•ブ 
ロックとしての機能自诨が見直され、変形やボディ内での 
レイアウトが変更されている。この機倖は、メイン，ジエ 
ネ レーター 及びメイン ■ スラスタ—、各種の操緩、啻制機 
器のほとんどがコア ■ ファイターに掊載されているため、 
主機であるコア，ファイターを換装するだけで、空間戰闘 
から重力下汞で適応可能となるよう想定されていた。無 
論、機彳本の各種アライメント調整やメイン テ ナンスなどは 
必要で、諸領域に特化された専周機にはかなわないが、空 
間用装備ち同時期に開発されていたため t 追加装備による 
対応が可能であった。 



川語解説 


■-*6ガンダム 

連 K 栗がジオン公 S の tf クに 
対抗するた幻に聞発した S 。 
2式は RX ，78 d 全 E 5 で 
二て作されたと S われている。一 
年^0の勃発からおよそ9か月 
设に冗茲投入され1载® d みの 
狂項力を B つビーム■ライフル 
や、ザク，マシンガンではぶが立 
たなレ2牢な装孕なと\ の 

エの粋を^らして問発され 
た。アム□，レイが!した RX - 
78-2 fe : M も*名で 、 mmM 
S のフラッグシップ_となった 3 


： i : y Kit 

人 M でないものを、人_のよ 
ラに見立てること D 例えば I m 
腾兵髋が正座した〇 ms を s ら 
ずに;^をつたりできる必然性 
は必ずしもないのだが、 S 3 3 
頌上の目®としてしまつたりす 
ること。55るいは1外段上目に 
当たる部分に3ょうどカメラが 
ふたつあるデヴインを S してし 
まラなど:自 a 出を正匣から r 
た^}台、落んと茲ぐど^ Hl 見又 c 
し宝う人3の;^: S 逆力にち要因 
が芬るらしし ' kj 


■ns ムー パブル* フレーム 

MS の搆造に関する U . C .80 
牢代中期以降に*立された新技 
術。可16内 f } 格と B 呼ばれ、駆 
む系をマウントした内荇 
をベースにして.その上を装宇 
沒で m ってい < ことで vs s 賴 
成するというもので55る。この 
S 的の S 立によって.後に全 S 
をむかえる可 SM S の以作が可 

となつた。 


■: -9 バルカン a 

宇苗世紀において、特に MS 
などが！!儀する涔閔 K 、あるし、 
はほ r r の m ユ としてほ周さ 
n る浴 不采は、円形に兎ね 
られた技:::の®巧3ジが:!：纪可 
ることで m 速での速則 (毎分 
こ000〜6000発 s 度）を ㈤ 
とした兵 s [こメーカーが付け; ■こ 
亞”。辟 g の火と沿沿の祥ほの 
名細こ茁采するらしい。 


■:no コア * ブ□ック * システム 

ガンタム.ガンキャノン、ガ 
ンタンクなどの中^モジュール 
で.コクピットと? 3R 翌コンビ 
ュ_ターメインジェネレータ 
一などを内装するブ□ック。戦 
籣繼として e* 事的な H 空/対 
均，2間戦鞮篼力を持つ小型較 
。搜コア_ファイターに変形し、 
邦常3には弦出ポクドとしても 
榜る s パイ□ットおよ 
データのサバイバビリテイを 
的に向上させる。 
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ガンダム試作 1 号機宇宙騮仕様”フルバーニアン 
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闕 g3 バーニアノズル 

RX -78 GP 01 は、基本的には主機 
のコア*ファイターを換裝するだけ 
で“空間戦闘 w ]” にも対応可能なよう 
に設計されていた。そのためのパーツ 
は、賤彳本とほぼ同時に□ールアウトし 
ていた。 GP 01 は、あくまでも稼働 
領域に対応した高性能化を目指し 
ており、いわゆる“汎用人型兵 tr 
としての機能の追及を主な目 
的としていた。 MS が稼働 
する領域は、基本的には 
地上（地球上）か宇 
苗空間（月面、コ□二 
一を含む）かのいずれかで®る。そして、それぞれの領域 
で S 高の性能を発揮できるように調整されたのが GPO 1 
であり 、 Fb (フルバーニアン）化は当初から予定されて 
いた改装だったと言える。つまり、実際には、 Fb 化に必 
要な装麵一式は、基本的にはドツカブル512化されたも 


宇宙用装髑 
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のとして梭討されていた。 

つまり、コア，ファイターと 
シヨルターアーマー、剧部ユ 
ニットなどを換装するだけで、 

空間戦闘に対応した仕様への変更か 
可能だったということだ。 

しかし、同年〗0月31日、デラーズ，フリート※13との 
交戦によって機侔が甚大な損傷を被ったせいで、同 m は機 
讳の修復と同時に Fb 化を行うこととなったため、大_な設 
計変更を余儀なくされた。つまり、基本的には空間戦闘用 
の装■と重力下仕様の装備を換装百るだけで済むはずだっ 
たものが、急逸変更されたということである。 

同年11月2日。同緩は修復と改装のため AE 社のフォ 
ン * ブラウン※〗4工場に捜入されたが、同月4日にはトラ 
イアルを開始している。その日程は通常では考えられない 
ほど破格に迅速なものだったが、これは、連邦■の強い S 
侶の他に、必要なパーツがすでに完成していたことと、開 
発担当者による不眠不休の尽力があって初めて可能となっ 
た奇跡だともいわれている。前述したよろに、この際に施 
された改装は、当初から予定されていたものとは大幅に異 
なっている。本罙この機体の設計コンセブトは、いわゆる 


川詔解説 


:: m mmmu 

至 E における駸□のこと。 
宇街空 G での戰閟とほぼ E ® だが、 
UC ■における人诏の活扣にはコロ 
二一や3固など、問でも _ ^iT 
が発生 T る埸所があるため I それらと区 
fjiT 5 必要が©る沿台に?引こ使 t ) n る… 
坨这上では や _ 杜面‘を機動の 
た©に利沼できるが I 宇苗 S 問では 
にスラスターなどを没わなければこ 
とち止まることらで泛莎い$ 


輩12 ドッカブル 

「ドック （ deck )」 に f …でさる、…に 
3する」の S 味の「〜 able 」 を勺けた謠。 
dGCk + ing で「ドッキング」などと G う 
よ:ラに、遍加苯たは莰パーツの邏銳により 
麂 K の33や SS が可 R な教 S などを S 
す a 纪えば、レンズと ( S ) 故つ 
はその茧舌で、スタジオ沼の:崔子ユ 
ニットと®の VTR ユニットが x ® で 
きるような a 送罔ビデオカメラなどを「ド 
ツカプルタイプ」と Li う， 


旧ジオン公 m 王[こおいて中にであつた 
エギーユ，デラースを紡 c とする公国爾 
战党朗織のひとつ，一年巧孕を決 s づけ 
たア_パ万ア_クーにおける s 四の迗 
上、 mcnr るギ レン記ぬがキシリアに3 
殺さ n たことを知るや、驪下の展汗を$ 
台して_を)*亂思伏し、_親宙域に 
ffSS 性巧の ST 3年に及ぶ3 

伏を H _ て、 「 S の/？]作 fi 」 を敢行 TT る。 


P 3 


514フ: T ン•ブラウン 

ウェルナー，フォン，ブラウ:/は， 

泣を目的とするアポの中心3 
人物である。その功。を J 〗 え、人施の 
月面 tO 久® n にこの名び付けられた，フ 
ォン ■ ブラワン市は人免が初めて降0立 
つた月适の S 3 _ 静かのぼに沾された 
アームスト□ングの足路を中心としてぜ 
饞.され、月 Sj 嚴大の ti 久疙 m となった= 
このる市の5外に A E 社 Sffi の: K 4 かあ 
る。 
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宇苗闻コア ■ ファイターへの換装と、間]部のプ□ペラント 
タンクなどの追加装儲によって、空間戦閱に対応するとい 
う比較的阜純なものだった。ところが、襪傳が甚だしく損 
壊したため、 m なる装備の換装だけではなく、逆に、地上 
(こおけるトライアルのデータの フィー ドバックに加え、口 
—ルアウトからトライアル、そして損壊に至るまでの期間 
に提案されたアイディアなども盛り込むことが可能とな 
ったのである。こういった緊急の仕様変更は、いわゆる兵 
器開発を行うメーカーと軍の対応としては異例の m で® 
る。無論、実験撥が実戦に巻き込まれる事自体が異常な事 
態ではあるが、この後に軍開発局による予算の迺得や配分、 
メーカーへの経済的谣彳 n など、実に様々な問題が m 出した 
であろうことは想像に難くない。そしてこのことが、潜在 
していた軍閥の_跽や菌取弓 I の材料とされたり、ましてや； 
連邦軍設立以釆の慣例として部門や地域 c とにバラバラ 
だった年度予算の襯数の觀簡梓の統廃合や整理など、あた 
かも、この跨期の一連の動乱が、絹織活動の基苯となる 
を変更したかのような財_革が行われた時期と前 
後していることも、そういった憶測の佘地を生んでいる。 
いわば、軍事的なスクランブルに劣らぬほどの急出動 w 
が経済的に行われたのはほぼ藤実なのである。実際、こ 
の u デラーズ紛争::: 15 " に関違する一連の墨象がティタ 
ーンズ設立の直接、間接的な契機となったことは広く知 5 
れている。とちあれ、かくして空_用 MS として特化さ 
れた GPO 1 は、当初の設計案とはかけ離れた機体となった。 
(制式ではなく）撥^ナンパーが GP 01 Fb と変更されてい 
るのもそのためなのである（つまり、苯釆は Fb 仕様ち含め 
ての GP 01 計画で S ったようだ）。 Fb 化に際して GP 01 
が受けた改修点は、肩部の バーニア ボッド及び背郜のユ ニ 
バーサル ■ ブースト‘ポッドの増設と、脚部の構造変更で 
ある。特に脚部は、ほとんど当初の改装案に準じた改造が 
行われたのだが、思状が mm に異なるため、 . E 体の印泉を 
大_に変えてしまっている。 ms の構造の内、脚部は糙体 
容稻の過半数を占めており、 MS - 06 R や MS - 09 R 、 MS - 
14 などのように、巨大な バーニアユニッ トとして機能し 
ていた例は多く、麗 I 部は大容通の燃料タンクでもあった。 
実際、 GP 01 にしても、__用であれば删な燃料€處は 
デッドウエイトとなるが、空間戰顯用 MS であれば、■部 
パーツは AMBAC 機慰^ 16 において鲁 
重要な位 E を占める。さらに プロべ 
ラントは可能な限り多く麵できる 
に越したことはない。そこで t 機锌稼 
觉に支障が生じない範囲で最大限の 
ペイ□ー ドを磴俣すべく、鞞舀の構造 
が梪端に変更されているのである。 
g 率フレームは、予備のものが、ほぼ 
そのまま使用されている。そこに大 
型のプロペラントタンクが装■され、 

それに準じた脚部 カバーが 覆ってい 
る。さらに当時の標準的な逄 E 廷の規 
格範囲内ギリギリで、足部ソールにま 
で増檑が装■されているのである。 

これらの構造は、 1 :矿や“豌”として 
の機能に支障がなけれ( I 何を内装し 
てち構わないはずだとい 5 発想を 1 & 

生み、後にジェネレーターを脚部に装 


備 T る Z (ゼータ)ガンダム nn 7 などの機体の誕生へと結 
びつくのである。無論、こラいった M 改装”あるいは“改良” 
を前提とした設計が施されていたのは、この機体がテスト 
へッドであったことが大きな理由ではあるが、いわゆる 
w 連邦系” IV 1 S の次世代機の模索が行われていたことと無 
関係ではない。この時期、遐邦系の S 産型 MS である GM 
系の簏谆は、その基本的な規格を維持したままでの高性能 
化がほぼ限舁に逞しつつあった。そこで、 『 MS の高性能 
化』が求められていたわけだが，吴際にはどの機能や構造 
を改善すれば M 高性能化”といえるのか、が問われていた 
のである，実際、運邦覃が「显強の MS j を開発すべく推 
進しているこの『ガンダム開発計画』において、 AE 社は 
複数の解答を提示している。つまり M MS の強さ”には多 
様な剧面がある、ということだ^それらのなかにあって、 
GPO 〗 は最も本来的な “MS " を讳現している機体だと言 
えるだろう。 
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宇 S 世紀 0083 年に公跽衝残 
党の エギーユ * テラー ズ 率いるテ 
ラース ■ フリートが引き起こした 
吱孕のこと。 デラーズが竪咒する 
「置の屑作戦」[こよ0、速螂は 

i もを •: z つ i こ。 の0た. u..r C 

を決： £ づけた■件。宇宙 
世 sen qo 年頃茨でその筅 n は 
らかにされていなかつ;^ 


::16 AMBAC 觀 

Active IAass Beisnce Auto 
_trol 二艇動旳質置移 _ (こよる姿勢制 
誔のこと。 MS は、闽や P を!;かすこと 
で、その反作罔を和足して姿勢乱冗を行 
i \ mnomn を大 ㊆ に尾^]することが 
できろ = 榮なるデッドウエイトだと巧え 
られた3本の踩と阈は.宇 s 空間におい 
て A M 日 A C システムとして苟効に蠼能 
しさらに人問の形を模したことで…近 
S 斅翻にも非常に次軟に対 G でさた 3 


; ： M 7 Z (ゼータ）ガンダム 

UCDOBS 年に：!:ゥ_ゴが Z 
プロジェクトによって HST る 
可 S 3 作 ms 。 m 往での大 is 
突人能力と、 wsm 佟としては 
の汉”力を0ち、既存の癱 
く T をはる.かに超えるボテンシャ 

ル’ど J ■二ほ:二 UidDs 2 二 w 

ンバーは MSZ - 006 。 浚にパイ 
万センサーが? D _ li され、把:の 
I 從性 j 的 SBlWt 钧上す^ 
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コア•ファイター FF_Xn 



ガンダムのメインユニットおよび脱出用コア ■ ブロックと 
して採用された FF - X 7 コア+ファイターは、多用途軽戰 GI 機 
としての側面も持っていた。その変彤システムプランは、/セ 
イバーフィッシュ A 18” や1丨 N コッド※〗9” などを開発 
した八ービック社※20の提案によって浃定した。このブラン 
は、 ST 0 L (短钜離離陸）方式による B 載儲の離陸のノウ 
八ウからヒントを得たもので、 MS への換装は酷内を§苯と 
して行い、空間での換装には姿勢制御に各種スラスターを使 
闻するというものだった。ただし、戰闆中の空中換装はきわ 
めて危険度が高く、汎用性を広く求めた総合ブランは、多少 
のテイクダウンを経て進行した。また、エンジンブロックに 
■体をはさみこむようなスライド式プラットフォーム方式も 
提案されたが、飛行中の変形による失速も間題となり、机上 
のプランに終わった。 GP 01 に採用された FRXI 1 コア.フ 
ァイタ ー11 は、§苯的に空中換装を想定しないこととされ、 
ドラムモジュールとして渥体から独立したコクビットブ□ッ 
クが9◦度□—ルした状態ではさみこまれるスライド式のプ 
ラットフォームが採用された。また、換装作業中、 B パーツ 
(下半身 ブロックは固定されていることが運用条件とされた。 
“ガンダム M を開発した『▽作戦 J は、“东知の可能性を持 
つ新兵器 MS ” の運用によって想定される“あらゆる犾況、こ 
対応する必要から、母笆となる強題揾陸逶■冗2や特琛輸送機 
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523などが“戰箭システム”として並行して開発されたので 
ある。“空中換装'' 自讳、可能性としてプログラムはしてあ 
ったものの、手段としては非常にナンセンスなちのであり、 
せいぜいが無重 S 空間における惯性飛行状態で行うものと 
されていた程度だったのだ。実際 Y 戦後のシミュレーシヨ 
ン結果からち、実戦において空中換装を行うことは正規の 
戦術としてリスクが大きすぎることが判明したため、 
GP 0〗 のコア ■ ファイター H は、 A 、 B パーツの空中換装を 
想定しない機讳となった。そのため、航空賤彤態時の飛行 
べクトルと MS 形態時の機動軸を一致させる必要がなくな 
り、機体レイアウトが大01に変更されたのである。キャノ 
ピーは■佶のコクビット八ッチの n 下に位 Fi するため、ガ 
ンダムに比べて氙弾性も向上しており、インテークとメイ 
ンジェネレーターブロックは阋部に収納され、エンジンブ 
ロックが背面に靈出することで、全長が延長された。機体 
構造に十分な賭能と装備を盛り込むことが可能となったの 
である。そのため、メインエンジンは MS 形態時のメイン 
スラスターとして流用できるほどの出力を獲得することが 
できた。逆に言えば、コア•ファイタ ー II は、 MS —機を機動 
可能な程の出力を持つ航空機でち®るのだ。かくして、旧 
八 ー ビック社の技術力が存分に投入された GP 01 用のコ 
ア-ファイター II は、主ユニットを換装することにより、宇宙 
空間用戰蹉としての逗罔に加え、脱出専用のユニットと 
しては技格の m 空戰閊能力を持つという驚異的な戰関機■と 
なったのである。しかも、これらの仕様を達成した上で、こ 
の機傅は“航空養#として非常に高い完成度を持っているの 
である。コア•ファイター II で特讓されるのは、高度な空戰能 
力や速度を違成しながら、安定した飛行が可能であるとい 
う点だろう。元々、この機係に採用されているような前進 
頭は、翼端失速※24が発生せず、超音速領域での m 動性も惡 
れている。旧世紀中はダイバージエンス※25などの問題か 
ら本格的に発展、普及することはなかったが、ルナ•チタニ 
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号は FF -6。 空中矓能力は 
段いが、武装のバ U エー 
シヨン PSU 
が S 3 つた。 


520 —ビック社 

航空観メーカー e -年が 
mM , の主役が萬々度 
_繳から MS に移行したこ 
とにより，避15第からの新規 
S 注が浴3し厂こ厂こに 
mo , _ tx © a 年6月に a 
E 社に® Q 合供されてしま 
う*その A E 社の私空? IS 鬥 
の$5；スタッフが， GP 01 
のコア t ブ□フク，システム 
の^こも H 好し/■こことはい 
ラまで6なし\ 
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V 作靼[こよって速 ISSM 
S の母!*として開発された 
W 8 (ホワイトペース）に 
代*される特殊鍫の^^ 
し 1 S の逆沼をとしつ 
つ，や^^ヨ厂洋发 
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ため. sts 当初は_宇®空母' 
あるいは ’¥ 芭^な 
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ウム合金※ 26 などをはじめとする軽 ffi で堅牢な材料が開発さ 
れたため、機動性を損なうほどの重12増は無く、また、高度な 
機1:本管制システムの成熟などから、姿勢制御用スラスターの援 
用などによるダイバージェンスの予防など、航空力学的なトラ 
ブルをほぼ完璧に防げるようになったため、前進弱を採周する 
ことが可能となったのである。逆に、スラット（小題）や前縁 
フラップ(下げ弱）などの複雑な機檔を必要としない前進毀の 
方が、コア•ブロックへの変形を前提とするコア ■ ファイター II 
には都合が良かったという側面もあったと言われている。し 
かち、その機偉制御は特別な訓練を受けていなくとも操箝が可 
能なほど固便であったと言われており、 MS のパイ□ットと旧 
世紀の戰閊鹽パイ□ットの養成軍情の違いなども垣間見える。 
無！^これは感党的、あるいは直感的な操作による操縦を可能 
とするパイ□ット支援システムによるものだという側面もあ 
るだろうが、それも、この機佶が当初から大気圏内と宇苗空間 
での運用を明確に区別していたからこそのことであり、逆に、 
m 空/航宙機で©りながら、重力下仕様の際には“骯空機 n に 
特化できたため、 u まるで20世紀初頭の復葉髒のように操縦で 
きた”とも考えられる。これは、旧八ービック社のスタッフが 
“航空機” メーカーとしての意地を見せた結果だと言っても過 
言ではない。まさに八ービックの面目躍如と言えるだろう。 
同型膣がアルビオン527に複数配備されていたのは、実験用の 
予備というよりも、不足しがちな連邦軍の航空戦力調達へ向け 
てのデモンストレーシヨンの SB 末もあったのではないか、とい 
う噂も、©ながち根拠のないものではない。かくも様々な思 
惑が交錯する同機では©ったが、デラーズ • フリートとの交戦 
によって GP 01 自体が大きな損壊を被り、さらには華戰時状態 
となった当時の状況から公式記録掠消に至る連邦®内部のお 
家騒動に巻き込まれた同機の不運は察するに余りある。とも 
あれ、本采は主機の交換のみで对応可能であったはずの空間戰 
闘対応への仕様変更は、大規模な再設計を伴いつつ実施される 
こととなった。主な改造点は、航空用の空力装儲の排除に始ま 
り、メインジェネ レー ターの高出力化、ビーム * ガン/サ ーべ 
ル ユニットの レイ アウトの変更、熱核ジェット□ケッ h ^28 
から熱核□ケット※29への換装、リバース-スラスターの追加 
装備など、コクピットブロック以外はほとんど新造されたとい 
っても還言ではない。また、プ□ペラントタンクを蒸ねたユ 
ニバーサル+ブースト‘ポッドの装儲がもっとも特徴的な変 


点ではあるが、このポッド自佶は当初からの宇 a 用装備 
に織り込み済みのもので®った。それよりもむしろ、機依 
前後部のジョイントが大幅な変更を受けた箇所だといえる 
だろう。この部位は、本来の設計案では、 MS 形態時、重力 
下仕様と同様に固定される予定だったが、コア • ブロック 
のカバーそのものが、脱出/換装時の障害となり得ること 
が判明したため、機彳本後部の強度を確保した上で、ブロッ 
ク全体がフレキシブルに可動するよう変更された。つまり 
エンジンブロック自侔が、2■のジンバルを持つバーニア 
スラスターユニットとして機能するように改善されたので 
ある。これによって、エンジンブロックは MS 形態時にち 
ボディとは独立して稼■することが可能となり、 
GP 01 Fb は、当初の設計案に数倍する機動性を獲得する 
ことが可能となった。実戦データのフィードバックもあっ 
て、“空間載闘”に対応すベ Cg 本設計には手が加えられ、 
機俘の前後を接続するジョイント部分の構造も抜苯的に見 
直されることとなった。その変更によって、機侔そのもの 
の構造が堅牢となり、 MS 彫態時 Y 機佶後部がフレキシブ 
ルに可動するようになった。また、ビーム，サーベルのホ 
ルダーは撻估前部に移設され、両招態時により理想的なポ 
ジションをとることが可能となった。この機彳本が実際に钪 
宙戰闆機として運用されたかどうかは不明だが、実戟にお 
いては脱 a カプセルとして機能しなかった局面もあったら 
しく、その後、同型機の採用は見送られている。ただし、 
『ガンダム開発計画 j そのちのが連邦軍の公式記録からは 
掠滴されているため、探用の見送りはそのせいで®ったと 
するのがちっとち有力な見解であるとされている。. 
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ッブ(機酉が衿ち上がる）など 
の：^険なげ*に陷る e これを3 
ぐため I 後;3翼！1©*は* 

■巧 L J つしし3つし .::: t JDQ a 


^ ss ダイパージエンス 

一' C ベ「，十 - :!^.:: 一.；ゲ厂 

へ^ n て夭湮しようと？〇以契 
3&-あるせいで贸芡『3$がれず, 
m ± m w ：^ sh ' se こらない s 
ただし. 

こじししづこ.『ぃ■し 

て15きつた冢 
C 二方に上；？ S の力が作活し 
上方に1ひねら ni _ しまう：こ 
na タイ八ージ z ンスで、 wi~Jz 
分な強 S が笆いと1瘦装5場合， 
巧空キ3系してし舌う; 


十 26 ル； T * チタニウム合会 

.引こ靉置さ n るチタンを康材 
fi と J る仝主頷の!^%ガンダ 
ムの■壁 c ■のと 6 S える 
装荩 M などに3培されている a 

アステロイド 
ベルトの小アクシズに 
2げ2びた公:ガン 
ダムに a 罔されたルす，チタニ 
ウム合金を蒙奮上『ガンダリウ 
ム_と:?びい及にマテリアル r 巧 
にカンダリ9ム a 、sm 
てガンダリウム y をリ癸す〇: 


: r 27 アルビオン 

U - C . 0 Q 83 年に就 B し 
たペガサス诏強 9 g H の 
imm , gp シ u —ズの 5 
鼈としてほぼ 35 阁に 
され 、 G P 01 および 
GP 02 A の T : 力下ぼ験のた 
め I 同*を秘截して域球に 
k 卜し L 泛 f こ。 


^2Q _ジ1ット Q ケット 

m 及〇ケッ トエンジンの 
«造に； a え、大冤もブロべ 
ラントとして和民で芑ろシ 
ステムのこと.大内で 
ち宇宙21「:3でも巧力を G る 
ことができる八イブリツド 
エンジンで5る。大冗 a 内 
での4纪に®定した菸5ジ 
エット B 芹任 If る s ガンダ 
ムのコア，ファイターは、 
この9イブ。 


u2Q 熱枝〇ケット 

ミノフスキーをの熱核反 
が生み出 T 熱などを利 
沼してブ□ペラントの; fl 拐 
を行う構造を持つ!□ケット 
エンジンシステムのこと。 
化ぜ SC : □ケッ、のような 
ほ化巧び不安で s る;:：:め ::;: i 
烷および6ねに3しての a 
吊が EK 、 全 tT 0 小空 
化そ!可 K で忍るため 、 MS 
などに多ぐ S 厗されてい 
る。 
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GP シリーズに専用武裝として供給®るいは調達された 
武装は、そのほとんどが既存の兵器に近いちのか、あるい 
は進化の過渡期に®るもので©った。エネルギー CAPA 30 
システムを進化させたエネルギーパックや、 GP 03 デンド 
□ビウム用に開発され fc いくつかのフォールディング（折 
り D み）ウエボンなど、コンセプト的には後に摆読していた 
ものち存在している。 GP シリーズ自体の関連技術は封印 
されたものの、それらの機傅が携行した兵器のほとんどは、 
軍 mm 密として規制されることはなかった。なぜなら、同 
時期の M 産型 ms などが使用していたものの同等品か、更 
新された程度ちのだった r こめで©る。 

GP 01 の持つビームライフルは、一年戦争時からビーム 
兵器の開発に携わっていたボウワ社※31製のちので、その 
威力と稩度には定評が®る。また、この時点では共通の規 
楛品とはなっていないが、エネルギーパック方式を探用し 
たものであり、出力は 1.5 MW (メガワット）を確保してい 
る。 Fb への改装の際、内蔵デバイスが改良され、同型なが 
ら性能が若干向上している。特徴は、「ジュッテ※32」と呼 
ばれる小型のビーム • サーベルをバレルの基部に装備して 
いることで、ライフルを保持した状態のままで、敵の近接 
兵器を回避、防御することが可能となった。これは、中、長 
固離戰1から即座に近接戰関に対応可能な利便性の高い装 
■であったが、残念ながら後に探用している機讳はぼとん 
ど見当たらない。ただし、エネルギーパック方式のコンセ 
ブトは次世代機にも受け港がれることになる。 

シールドは、内周側の塗装面にアンチ‘ビーム • コーテ 
ィング A 33 が施されており、£〜3度ならビーム砲の直^も 
コート面が蒸散することにより防御することができるとい 
う。また、携行や移送などの場合の i 己©として、全長を短 
縮できるよう設計されており、未便用時の m 性モーメント 
を多少は軽減で芑たようだ。 

ビーム*サー ベルは、コア.ファイター[こ装簡されてい 
る状態でビーム • ガンとしても使用できるが、その威力は 
威起や担乱以上には吴効性がなく、吴戰においては、ぼとん 
ど使い锪にならないと言われていた。 Fb への改装により、 
主機のジェネレーター出力が向上したことに伴って、メー 
力一の A E ブラッシュ社※ 34 は、かねて開発中だった改良 


マシンガン分解時 


型と交換し、併せてホルダー部分の移設と改造を施し、射甬 
を変更できるようにした上で、 MS 形態時でもビ_ム ■ ガン 
として使用可能とした。前のモデルが「実戦においてはほと 
んど使い韧にならない」と言われていたことを考えれば、長 
足の進歩と言えるだろう。 

本機は他に、同時期に運用されていた違邦系 M S の標準兵 
装である 90 mm マシンガンち装備、 iiH していた。 

「ガンダム開発計画」によって試作された RX 胃 78 GP 01 
をはじめとするタイプの異なる ** ガンダム"カテゴリーの 
P シリーズ n は、それぞれ GP 01 がゼフイランサス、 
GP 02 がサイサリス、以下、デンド□ビウム、ガーベラなどの 
花の洛で呼ばれていた。連邦軍に対しては3タイプのガンダ 
ムが納入され、全て機体がデラーズ • フリートとの戦いにお 
いて実戰投入され、損壊している。その後、「星の屑作毁535」 
(こ関連する逗象そのちのが連邦®によって隠蔽されたため、 
公的には存在しない■佶となっている。運邦軍内部でも、計 
画その b のが放棄さ nt 形で®理されており、連邦軍が核逼 
周を前提とした兵器を開発していたというスキャンダルと、 
戦後®大規模のコ□ニー墜落墨故の寅相と共に、デラーズ紛 
争[こ関わる機密事項として公式記録から揀消されている。そ 
の厂こめ、この計画によって開発された関連技術そのほと 
んどが軍 m 機密として封印されてしま ia ある時点まで耘兩 
B 援用も不可能となってしまったのである。 

実際には、ガンダム開発計画その t ) のが正規の予算を獲得 
していたちのではなかったため、連邦政府の監菅磋関から查 
察が入るようなことはなかったものの、ガンダム開発計画の 
挫折は、連邦軍内部に秘密兵器開発の民間委託という方針に 
危機管理や情報統制上の問題点があることを露呈させてしま 
ったのである。簾論、 S 産機の生産などの民間委託はある程 
度裎読されたが、 ua 0083 年以降からある時期まで 、 MS 
の新規開発は基志的に運邦■主巧で行われるようになった。 

とはいえ、特に MS の携行武装などは、すでに基志的な特 
許などが公開されていたちのち多く、関違技術のすべてを覆 
い隠す寧は事実上不可能であったため、 m 類上の操作で処理 
されていたちのちあったようだ。 

しかし、ガンダム開発計画の一方の主体で®った A E 社は、 
運邦軍の指定百る.隐密を渥浪させた場合、あるいは、その技 

術を使周した MS などを連邦軍に先 
行して公にした場合、大変な逗約金 
を徴収されることとなった。のみな 
らず、連邦政府との関係ち惡化しか 
ねない 。 A E 社は連邦軍が提示した 



MACHINE GUN 

HFW-GMGMG79-90mm 


用語解説 


ふ30エネルギ ー CAP 

メガ G 子を® S 寸€の状咚で蓄 
續する茂^!のこと。これによつて 
承は.一年戰孕当荇 I 戰聖で 
rsiin ば S U できなかつたメガ C 
子 Q をビー！^ライフルのサイス 
まで小を化し1ガンダムなどの M 
S の主 ItK とすること に■て 功し 
re ； メガ c 子诏はエネルギーの耷 
mj ： 率が m ぐ当時®レーザー礎 
の s 培以上の注^を?5ち，两霉粒 
子こと比較して:3などの影麫 
を受けにくいという？: M が So , 


：：■ 3 1ポゥワ a 

迂€冚のビーム兵 ：] 51に S 
いて主通的な役 t を演じた m 
メガ杧子锆の小^化に^し、エ 
ネルキー cA p システムの理論 
播立に大いに!!献した。 GP 01 
にされたビーム■ライフル 
苳ど匀生 S しており、シュッテ 
テバイスの G 其と$装 B ボウワ 
が行ったと Son ている c 


：：-3 E ジユッテ 

江戸荇代に撓吏が? 5 つていた遵 
ru &さ d 5〜50 cm ほどの 
で' 手ちと近くに鈞が®!^刀剣 
によろ朽空茳ぐ，较 S には「じ 
つて」と2む。 GP 0 1 S よび 
GP 03( DVm ビーム‘ライフルの 
バレル下部には.瞰のビーム-ザ 
一べルを防 ST るため特妹な ビー 
ム芳茳発生 T るテバイスが据え5 
れており1それび沿戌するビーム 
の®扰と鳍能が•十手' に鲑拟し 
ているためこう1ばれる， 


^33アンチ*ビーム，コー？インク 

メカマ5 子 G の?5 つ E エネルギ 
一を巧改、冗免するは采 CDS る 
やか才が使われているちの 
や诏3のこと。ビームを反 r ふ 
s 敢させるビーム-パ u アとして 
機 繼する I (アイ）フィールド ■ 
ジエネレーターなどに比べ^;災 
は茂いが、安 s な上それな〇 に 
石であるため、 n 巧やシ 
ールドなどの装涌に巧され 
ることが多し u 


: *34 A E ブラツジ：1辻 




H. 


-U U - 7 ，* r - ri 1 » r . - __ 

tr — 

していたブラッシュ社を A E 社 
が ng し:^立した。メガむ子沿 
やビーム-サーベルなどの発 
デバイスおよびコンデンサー， 
ポンビングシステム己 W の 

m および供给のほか、 
アッセン yj レ後の：3泣やチュー 
ンなどち謅け興つていた a 


斗 




































条件を承伏するしかなかった。連邦軍という最大の顧客 
を匯保するためには、それ以外の選択肢は存在しなかった 
のである。その S 眩で、 AE 社も、星の屑作戦の被害者だ 
ったと言うこと B で吾るだろう。しかち、 GP シリーズ開 
発のための膨大な投 m は、ほとんど回収できないままであ 
ったと言われているしかし\ MS 関連技術のうち、特に 
武装関係の関遅技術は、月企業連合佶※36をはじめとする 
経済界などによる□ビー活動※37の甲斐もあって、特に矂 
密度の高いのでない限り、制限されることは無かったよ 
うだ。 

ちなみに、 GP 01 の別名「ゼフィランサス j は A E 社の開 
発部門が付けたある種のコードネームである。怠睬は「夕 
マスダレ」 のことで、 花言葉は「期待」または「純白 
の愛」「沼い愛」だという。 5 



BEAM SABER 

ん E.BIash XB-G-06 (07)/Du.02 (05) 
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•ン 


RX-V-Sh-023F 


州語解説 


■: -35 M の躬作 S 

UC100B3 年に デラー ズフ U 
一卜が支行した反抗作* L 

ブ□ジ I クトで®〇ガンダム S 
兑。 tS ゃコ□ニー移送3甬を fJ 沼 
し、一年較莩時と比較してに 
シ段®のぬ力でコ□二一: S しを G 
行した--しかし.この影 ft は E い ？ t 
騙■されコ□二一落とし B コ□ニー 
公社 CD 相送ミスでの:として 
さ r ていた。こ C 301谇への C 応 


i ：：36 月企* a 合谇 

主[こ月面の担久 S 市などに KS 
点を持つ企 X による 
の^済？^:改討界に対して大 
きな発 e 力を!： sb . m^mmz 
対してち活発なロビー活動莎ど 
を展間している 3 




— r n 


遺缚軍内£の势カスが一変 
ティターンズ as のほぼ®接的 
〔无こ：;つ厂二： 


537 ロビー活勧 

一般には市テルや t ㈤ の入り 
口にある広閾やホール、 * 会の 
控え至などのことだが.転じて、 
汲 H に対して行う陳悄や v その 
活幻をする人々や圧力匝仿のこ 
とを指孓ように莎つた 6 減が 
K 外？5-と固会 T る□ビーをおも 
な舞台として、特定の EB 休の利 
益のために議会にかけ .a 
願や陳 W を恃介 TT る院舛避纪団 
休の逆妃员などのことを r □ビ 
イスト」と吒ぶ。 


im 
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[アナ八イム•ジャーナル] 

フォンブラウン 

メーカ' 

アナ八イムエレクト□ニクス社麵を- flii !! 

Winter on Sale! 




















AE released having m 


? the innovative model 


私の手元に、 MS が写された数点の写真がある。日和 
はすべて U.C, 0083年のものだ。 
k 年前の K.C.0083 年一人類の半数を死I 

曾有の大戦乱、一年戦争が終結して3 

を遂げっっぁった時期でぁ 
-落下という雜が 

生 U ティ^^^^^^^^た。復 sS 
社会不安,そして地球圏を再⑽ 

が聞こ碰めた年、それが UC.0083 年の®^ 

私事で恐縮だが、 U.C.0083 年当時，私はアナハイム 
■ エレクトロニクス（編注：以下 AE > の航宙技術部に勤 
めていた。一年戦争当時、フォン•ブラウン市立大学の 


( D 靖^った。 噂になった MS は/>イザックのことではな 
，ぐと確信したまではいいが、 AE を辞したばかりの私 
*k は調査手段は少なく、真相にたどり着くことはできな 

“ミ次滅グリングが様々な推論を呼ぶようになって 
1くが経 oi した先日、 AE からある資料——本文冒 
1った MS ⑩フォトもその一部だ~— M 開された0 
た数ページのものであったが、その内容は 
を驚嘆させるに足るものであった。 

ux —— e う題され 

た資料は、 

MS を完成させ得なかっ^ J とい^^^ 




添付された写真には明かにその後の MS に影響を与え 
たと思われる技術が散見された。これらの資料の開示 
によ y“wis のミツシングリング’の謎が解明される可能 
性が極めて高くなって t \るのだ。 

資料公開後、私は幸運にも試作 IWS 群(こ鼷った人々 
に取材する機会を得た。そこで私は新たな衝撃を受け j 
た。それは試作 MS 群の先進性や、 MS 開発系譜にお ljj | 
る重要性だけで IM ： い。 I 

IT 7 ナハイム • ジャーナル通巻10砖=25周年記念号 g 
では、今回おこなった一連の取材で見えてきた 、 Um 
MS 群が“ MS 産業史”で果たした役割、そして 今^) 
AE 製 MS について紹介する予定である。 ■ 

(文貴=ァート • A • ァ—テ 墨):1 


大学院生だった私は. ms の驚異的性能を知 y 衝撃を 
受けた。 MS に携わる仕事に就きたいと思うようになっ 
た私は、戦後、 MS 産業部門を設立した AE に入社 U フ 
ォン_ブラウン支社に配属されることになった（残念な 
がら MS 部門には編入されなかったが） 

そして U.C.0083 年初頭、 AE の一部にある噂が流れ 
liu それは IWS 部門がまったく前例のない新機軸 MS を 
開発^^る というものだった0 AE が WiS を開発する一 
そ愿 革命的なことといえた。当時、 AE は完全新設 
計のしたことなだ。気にな 
った 私は^^^^ K 友^; モの虜にて尋ねた 
ことがあっ^^ 「今、面白いことを ゃ叔 いる。そ 
れ以 上は^ と 否定^^も った 。 j 

に忙殺されてとや異動があ 

聞^ | 機会を逸し 

てしまった。また’.^®®_4龜售ックが 

発表されたこともあ_綱= 

ハイザック」であると漠然と思い込んでもいた. 

月日は流れ U.C00 的年代末、 MS 研究者を悩ませる 
—していた。 U.C.0087 年頃、第2世代 MS や可 
f の爆発的_化を遂げた MS で関連技 
购出 I# あまりに唐突で、それ以前の MS との間塔埋 
k きれない（溝=ミ ▼ シングリンク〉が 存在^^! 53 
とだった。 

その頃 ％ ae を退社 u _業の真似事を始めていた一貨を受賞。近著に r 主戦論への愚礼 j (□一 
私も， “ms の^? ン グリン.’ の謎に挑んだひとりであ r モビルスーッネクストシークェンス j (寸 
つた。 そんな私の頭をよぎったのは、例の U.C0083 年 世紀•六つの論点 j (アナ八イム•パプ U ッ シンう 
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<著者解説> 

アート • A •アーデン 

ノンフィクシ3ン•ライター。 LU 10056 年サイド6ご- 
オンブラウン市立大学機械工学部卒業後、 AE フオ 
ン、同編^ダ勤務を経て独立、文筆業へ 。 wmm 
歴史•文化、社会問題など幅広い U . C .00944 

m (アナハイムパブリッシング）で$11回グ il 
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ル上の表現は 


















RX-78 GP-#1GUNDAM GPOl/Fb Colorin 


下のフ 7 卜に指示の搿いシールは完成写 R 
を券写に、好みの玛所につてください。 
G 数字は、シールの番号です。 


(反対« 6同様) 


達)(反対冗も同 


(反対 


RX-78 GP01 


S ： {§)( 反対飼も3周 


(反対側& 


反対 

内®:狂し 


反対®も同残 
内剿なし 


(反対 




1B 3 


对様) 


(反対 Kfe 同任) 


(反対懊も固ほ) 


- Hg ) (反対甥^&冏 




CORE FIGHTER FF-XH 


^=) (反対 


(反対飾 

i 1 

\ mm 







































































CORE FIGHTER FF-XEFb 


マークガイド 



い置 ns ， ルビ，ン〇 

ニンプレム • 



オースト卜 J ントン 
雛纖01ンプレム • 


AW 


，墨から霞箏具霧* two 


響會企靄ア: 


WtMM7t/WL ^ 1U 
ク HH クス® V ン籯*マ■ク • 


_ X アイン爹_ク❹；•鼸 

y^L uxtLvmw^mmjL0 


nm 

w|rWt 


彎マウ :^ T 蓦 
4(ルト49«3靈*承 T 




eme ^ 


アンバックシス釁ム 《Nia 


M ブ〇7ク«承 ？• 


MMCCO 上!: M 9 い 

x ： eoMcue . 




imC39lf ， Nt，,t 


ucue * 


D 


» ，バ j»rMte©«.ifaayi 
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A\ 注 



必ずお読みください 

この商品の対象年篩は 15 才以上です。〈説い部品がありますので、安全上 15 才禾滴には適しません。> 
•小さな部品、01池（別売り）を口の中には絶対に入れないでください。窒息などの危険があります。 
ビニール袋を頭から被ったり、顔を翟ったりしないでください。窒息する恐れがあります。 

|小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の届かないところに保管し、お子様には絶対に与えないでく 
ださい。 

池を誤使用すると発熱 > 破裂， 液漏れの恐れがあります。下記に注 s してください。》 

•+— (プラスマイナス)を正しくセットしてください0 
•遊んだ後は必ずスイッチを切り、 S 池をはずしてください。 

參ショートさせたり、充分解、加熱、火の中に入れたりしないでください。 

•万一、 m 池から漏れた液が目に入った時は、すぐに大 S の水で洗い、医眄に相談してください，ひふや服 
[こ付いた時は水で洗ってください。 


《組み立てる時の注意》 

•組み立てる前に必ずお読みください。 

I 部品は番号を確かめ t ニッパーなどできれいに切り 
取ってください。切り取った後のクズは捨ててくだ 
さい。 

I 部晶の加工の1:祭の刃物、工具、塗料、接沿剤などの 
ご使周にあたっては、それぞれの取扱説朝 S をよく 
読んで、正しく使玥してください。 

春部品の中には、やむをえず、とがった所があるもの 
もありますが、気をつけて絹み立ててください。 
•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使用をおすすめ 
します。 

籲このキットの組み立てには +( ブラス）ドライバーを 
使いますので別にご罔意ください。 
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肩用バネ… 2 シールド用バネ…1 
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鲁ビス TP 2 X 4 …8+2籲ビス TP 2 X 6 …30+3 
(滎ビス TP 2 X 4 …2 ■ ビス TP 2 X 6…3は予備です。） 

_マ-"キングシール…1 

※発光ダイオード(し ED ) を点灯させたい方はポタン電池 ( CFU 220 ( lil > 別売り）をご使罔ください: 
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《お n い上げのお客様へ》部品をこ d したり、なくした時は、 r 部品注文力ード j に必要な部品の記号/®号/数 
ft をはっきり善いて切り取り、郵便局で定額小為替をお胃い求めいただき、封® (舊面に必ず、お客欉のお名前、 
年齡、ご住所を明記してください。）にて下記までお申し込みください。代金は、料金表遇りです。為替証芯は 
無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状 • 茁逯で郵送料に過不足が生じるときがあります，部品発 
送の際に表記額を超える時は不足分を請求、表記額以下の時[こは残額をお返しいたします。もし部品に不良品が 
ございましたら、その部品を切り取り、商品名を a いて、下記まで封 a にてお送りください。良品と交換させて 
いただ舌ます。 


■申し込み先〒 424-8735 靜岡®靜岡 ffi 溝水西久保305 
(株)バンダイ静岡相談センター TEL 0543-65-531 5 

《料金表》•部品代は1個の料金です。 

5マーキングシールの送料は1枚140円です。 


• 電話受付時間月〜金曜日 
(祝日を除く） 10 時〜 16 時 
• 電話垂号はよく確かめてお間違 
し、のないよ〇にご注意ください 
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マ-キングシぅ 
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その胡器 

部品代 

100円 

150 R 

40円 

100円 

100円 

各100円 

各40円 

100円 

300円 

1100円 

咅40円 

郵送料 

120円; 

12◦円 

80円 

160円 

n 413円 

140円 

140円 

120円 

120円 

140円 

120円 


For Japanese use only * 


品注文カード： ) 
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パ—フエクトグレ 

ガンダム RX- フ 8GP01/Fb 



必要な部品の記号 • 番号•数置を書く 


•注文された理由 （0 でかこむ）（こ b した■なくした) 
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Core Block system 
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❷ * F ❸はお好みの場所に飾ってください。 
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Conversion from RX-78GP01 (Ground Combat Version) 

-78GP01 Fb(Space Combat Version) 
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Anaheim Electronics 







GUNDAM GP-01/Fb 


今回、 FGPItHJ のスタッフに選ばれた諸君らに、 

「PERFECT GRADE GUNDAM GP -01 /Fbj をお送りする。 

本プロダクトは既存のキャラクターモデルの概念を大きく覆 U 
より忠実に 「GUNDAM GP -01/ FbJ を再現することを目的としている。 
30枚を超えるランナー数、1200を超えるパーツ纖に臆することなく、 
GFft 画のスタッフとして、このキツトを作り上げてもらいたい。 

離らの奮闘に期待する!！ 


CAUTION!! 

This card is distributed only to the "GUNDAM PROJECT" staff. 

This card is effective only in "GUNDAM PROJECT." 

The owner of this card permits the entry into a project division. 
Although this card was indicated on the surface, it has an effect for seeing. 
Moreover, it forbids the loan to the others, and transferring firmly. 
When you lose this card, report to a superior ofncial immediately. 

External carrylnq out of this card is forbidden. 


GUNDAM PROJECT. 


AF 


Anaheim Electrordcs 





Anahtbn Electronics 


Insert ► 


Name 


PROJECT 6P01 

□ DESIGNER 

□ ENGINEER 

□ PROGRAMMER 
ADMINISTRATOR 



BANDAi 2003 MADE IH JAPAN 
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パ■フエクトグレ_卜 

カンダム G P 01/ Fb 徹底解部 

0 -• 

w プラモデルとしての最高峰”を掲げ、およそ 1年に1体のペースで新作がリリースされている「パーフェクトグ 
V -^ L ガンダムシリ _スからのラインナップに限定して言えば、1/60という統ースケールで展開されて 

# おり、 





その大きさを活かしたギミックやディテールが高い水準で追求されたものになっている。その®新作とし 
て rRX ■フ SGP 01 ガンダム GP 01 /FbJ がリリースされた。このキットは*旧1/ I 44スケールの「ガンダム 
GP 01 フル バーニアン J (1 991年12月 発売) 以来、12年ぶりのコンバ^チブルモデルとなっている。そのため、 
総 パーツ 戳はガンプラ史上展多の1256点となっている。とはいえ JV ン ダイがこれまで蓄積してきた技術が 
あますところなく投入されたことにより、組み立てに関しては時間はかかるものの、ストレスを感じることなく 
組めるようになっている。今回はこのキットをクローズアップ。岩田トシオによるファーストレビユーに加え、恒 
例の人気企画「ビクトリアルガイド」をお贈りする。 ^ 

S ff 〗 遇エージ x ン シー_ サンライズ ^ 

+ i ■裂 作者プロフィールの避後に®かれている MS 名は「ガンダム占い」(ワニブックス利)の結梁です。 

占いの詳絕は276 ページに記載されていま 































r/v 


フエクトクレ 


ガンダム GP 01/ 

m レビュー 

OVATM 戦士ガンダム0083スターダストメモリー i に 
登場し、主人公コウ•ウラキの乗機として活躍した" 
RX -78 GP 01 ガンダム試作1号欐^。数あるガンダムの中 
でも、こ©«»*聰こ i C ー フエク h 5 TU - W 匕 
(重力下仕様)とフルパーニアン(宇宙戦仕樣)へ_ 
全^が班能となってお？ X 細部のギ竺ックに至るまで、まさ 
にバーフエクド®名に恥じない内容 K なっている e このキ 
ットを岩田トシオが速攻レビュー。作る人を圧倒させるほど 
のパーツをひとつずつ丁寧に麵し全体©塗装を明るい 
色 smttfs ことで、 aass のぁる傭と i / mtfi * っも 

RX-78GP0 1 GUNDAM GP0 1 /Fb 

BANDAI 1 /60 scale plastic kit 
TERFECT GRADE" 

RX78GP01 GUNDAAA GPOI/Fb 


會数少ない) MSBBt フル/トニアキット 
は鼸ているが、級»立て自体 
麵 a パーツ分*！もうまく考えれており、すべて^！ 
してか 610 »立てることち可雄^ 




♦ SB じフレー会 使用 ar nr お 〇、 外 w « 付け醫えることで B 

戰型 t フルパ1ーアン©*い在再*^！|1?8|か6スネま|30の§と 
フ2界ギ®ブ〇多®取り外し、フルパ丄〖アンの 2^0— を取 

OESS 考になゥ r :3 sfes ， siwaisB * H § l 51 B " 
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1 ? 
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ガンダム_1号||\フ^:丄ーアン 

バンダイ 1 \BD スケ ー ルブラスチ多キ^- 
バーフ H クト； COI 尸 

RX 78 GP D1 ガンダム試作 1 i \ フルパ—ニアン 

neHK ® h : VNKTEAMTACO ) 


8 BS しい oiuwsM — 


..r —h 


2 年ぶりの PG 完全新作は rGPSJ です。 PG シリ 
—ズは、ボケ—ル「1\8フ1ラ—リ j やタミヤ「1/25 
セ>チュリオン j のような镁型史に名を残すキットだと 
思います i のシリ>ダ！連動闢節や 、頭部 外装をは 
め 込むときの穴からフレ—ムがのぞく瞬間 等、 パ—ツが 
隳に辞えでくる感貧は他のガンプラでは味わえません 


楽しい思いをさせてもら 
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1 • PG はモノが大きいだ けに、 部 S がは f 
ぅなェ§されてぃます0聳し込み〇^鏞穴 
いる部分 や， バ ー ニア 内傷 等二 度 組んでし企 


霾時 ys ： 1ッを分解す f き / ti 

£アやセンサ I 等の似 T いる形状の部品 ms ため、 


H 


%本_ビクトリアルガイドでは、大董の写肩ですへ 
f パーッを掲載してぃるので、混敌しそぅ#ときはぜ 
|考にして下さい" 

錐装を行うと鎗藤の_みでパーツの合わせがきつ 























辦释裘■零 




: 




會キットでは應 is ®® フクラハ 
ギ G あるメカ部分がユニット化 
されている,フルバーニアンに 
雜する K は、こ©:1=ットを 
取054すこ aoEW ^ 


•««/ c —ツをすベて外 
mm ^ した應_^のフレーム 
状躍•ざすが ic □ア_プアイタ 
产 II (= コア、ブ a ック〕©外装は 
外せな w 紙逆に GPtn immik 
リカ/タル对ント(水平合体)方 
よくわ 



曹 mwm , フル/ c — c ； アンのど 
feS も ！！© スラスタ—ブ Q ック 
® メカデイテー Ji / s で再現され 
てい飯籙甲を付けると®とん 

eMxu < u ^ zL ^ 5 mrm 

作 »© ように単色^〇»ける 
だけでち,免栄えがアップする 
ので*ぜ m^Ebr みよう* 




なります。差し込み部の塗装を落とすだけでな <、寧 
鎌© ■ 仮組みな網整も必要！またノンステム上‘ 
フレ—ムと外装、コア•ファイタ—#どの織鱗のキズは 
避けられないので、思 S き PT フレ—ムを無塗装にする 
のもいいと思います。そうすると捃やボリパ—ツの色ハ 
ガレを気にす5必要もな < t りますし • 

■SMI Euoisf ZU 

いつものことですが、色については描みました。本誌 
2003年 II 月号にも掲載されたメ t 力—完成見本 
が素晴らしく'ストレ—卜組みのレビ* 1— ということも 
あって、同•しような色では味に欠けると思い、その 
あたり！ i も気を使いました a 

フレ—ムは前逑の理由で無纔裝で済ますことも考 
えましたが、 伴 例の場合は*になるかなと思って 
全塗装。キットの ディ テールが映えるよ*スかなり明る 
くしてみました。サ I フエイサ—色に見えないよう、グ 
レ！^^〇 |ン系にふっ T あります 

ラ V フル等のグレーは搶て色に5番•ブル f と3番* 
レッド r 番•ホワ v 卜を加え—用{捨て色とは、途料 
に空き eA に注ぎ足していったもの•このとき . 
空きビンを数本用意しておき、余った色を速当に分け 
て加え鐮けるとやがて1¢!：夕—ンのグレ—ができて便 
利です r 

本体色の白はパイライトを吹くとき、各装甲ごとに 
ランダムで吹き付け ft を变え、明度に変化を出してい 
ます" 

赤と*は' どちらも 白を加えた色を/ \イライト とし 
T 使用しています o * ti 4 段睹まで吹い T いますが、 こ 
れだけ®ねると逆にダラデ J V ヨンは消えてしまい、完 
成後は一色に見えます。これは B " C 、 D 、 E といラ40 
0色を鐘ねて _ A •という 色に見せるために行うもの 
です0人からは r 初めから" A . を作っ^®|ればいい」 と 
雪われる こと もありますし、作業の大変さのわりに効 
果は薄いかも知れません0 でも、 初代■日野氏は共感 
てくれました { ❹ 

スミ入れは r タミャ h ナメル j のフラットア—スのみ〇フ 
レームと黄色部には入れていません。スミ入れ前にあえ 
てプヤ消しクリアーでフラット n I 卜奁行い"表面 u ス 
るように f 取っ T い f ◎ 


8 

4 


今年はガンプラの诈 f 少なかつたので、今回の作 
例を作れてホ A 卜良か口た0 
















































t PGM 初のフルハッチオーブ:/。写 
E は陸 K 型のみだが、当然、フルパー 
ニアンでちこの状態の再纪が可能。 


零 - ■_ 
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機動戦士ガンダム公式設定集 

「アナパイム•シャーナル」 

V__ <—!•' _ ご , *9_ 1 _ ■- _ J 


•A はパーニア箱方のカパ t コアワァイター時 © 3 クビットシ — 
フルバーニアン用で！ ^ 本卜は棚©ように水平位麗家で麻 
体上面とブ "• スタ _• ポプド © カパーがすベて取 0 外抑 0 れる。キャノビ ~ は会体がク !1 
せ S よう C な :! ている • アーパーツな ® で , ここど 330 






カラ _ IJ ンクデータ 

フレー334番•パ^一 ^ J — グ1/ 
— BS 4800/16 B 21 +5睡•期 
舶色 < 中麵 

白(本体)…314番ブ JI /- FS 3 562 
2+35霤•晒白色(三縣: U そ® 
上か51番•浓ワイトでハイライト 
赤…79番*シャインレノド+1番* 
市クイト 

青 80 S •コ。レトブ白(本 
体} 

寅，イ«>ダムカ»イエ〇—⑵ 


アナハイムレクトロニクス社の 


rPG ガンダム GP 01 /Fbj を購入した人は、フルカラーで印顧された 1 N 
STRACTOIN MANUAL " をすでに CH になっているだろう,そこには* 


デンなる人物によるレポート<^«^れている0その申02されている— 
冊の本、『アナ/ V イム*ジャーナ JWS 巻100号 J は,雜の本で K ない》今 
年12月20日 c 全国の書店 tdfeis 、 熟^る_なのだ。サンライズの全 
面協力によ0美現し fc この本は、ガンダム世界における巨大コングロマリ 
y 卜、アナ/ V イム•エレクト□ニクス社について、同社が宇宙世紀0083^ 
か60099#までに行つ t ： きた:活動を35ますところなく明らか iC し fc 内 
容となっている。もちろん、そこに記された記述•イラストはすべてこの本 
のために用鬣された公式なも©である。新進^手ク 1 」エイタ_た 
ちが鎌参加した、ガンダムフ7ン麵の一冊•手に入れたい人は今すぐ 
書店で予約すべし n 


涵格 : 本体 1300 円 + 税発行:エンターブレイン 
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CHECK THIS BOX! 


*« 使用パ _ ツ数 1256 点(内プラ又チックバー 
ッ 1073 点 * 珊 _ 』パーツ 130 点， K3W3 点 , 
ダイキャスト J (- ツ 1 点 , SS 用バーツ 3 氣パネ 
5 点、メッシュバイプ 1 点 K 


Perfect urade 


パー：71 クトう0/-ドビクト yy ル 





aorial^uide 



2^5 



•頭パーツ C 5 n ? St : 

n 9 、 j to /* カト： 

M 7. J 1 im で 
雄んだ取 D 村け部を 
H 定•ツマ先の甲 
( C 18)® 襄 C もセン 
サーカバー ( A 38) を 


t し 5 
(015 、 

08) で ; 

PI 1 ii 


脅し2で組んだプ□ックにク 
/ 友: 016、 U 3) を職拊ける, 


r パーフェクトグレード《以下 PG > カンダム Mk - n [ティターンズ ] J © 觀から約1年,^としては2年ぶり©ア 
イテムとなる rRX -7 BC 3 P 0 T ガンダム GP 0 1 / FbJ 。 キット ttPG ® ©コンパーチブ J レ E 5%。 そのノ C - ツ数は遂に1200個を 
超えて、歴代ガンプラで通多©パーツ数を更新することにな t > た 9 こ©キットを本誌恒例の〖パーフ x クトグレード*ビクトリア 
ルガイド JE ： て關。キットの組立親明書と合ねせて組み立ててみて S しい。なお•今回は各プロックの製條時間(パーツ切0 
出しがみ立て完了まで[ゲー。製作:うえのナたかし)を併記したので、組み立ての目安にしてもらいたい。 


IC / ダイ1 /60 X ケールプラスチックモデル “ K •フ I クトグレ 


•7 BGP 01 似ダム GP 01 /RI 


パ 








>—1 




: 二、■こ 


D 


ftj 




心 ： 1 ■ ■ : w f 灞， 


HBH - P 24 

Ai 

一 uio 




使用 / 1— ツ : CteGt も ) 〖 21,07-12.015,01 6*0 1 9 、 0S0* 
0E2,CE3,PiaPl 1 ,P1Sx2.P24,U3,U10.U15* 
U23 x 2, 1133 、 1135^ V1 <6 x 2 、 VW9 、 W1 孚 W23, ビス |TP2 x 6 】 


023 


[¢6* 


fit 


11し，仏 


:二. 


いこ卜 


ID 


U15 

細 i W4 

|9 b 


U23 


W9 


W23 


ビス 

[TP2x6] 


015 +CH9+U35 


で 組んだプロックを ツマ 先屬雄 フレーム 
OT 9. U 1 S . U 35) ンカカ トフレーム (07. 
0 I & 込んだ 5* ツマ 先先 鳙フレーム ( P 10、 
: 1 BSV イナスモールド { W 14)«取0#»る。 


117 


U23 


(21 


09 


010 


レ 5 14 

會 1 -4 で雄んだブ□，ク©下にバーニアノズル 1 で_んだブ a ， ク奄左右スイング用パーツ 
021 、 W 23)« 取 SJ 付け瓠ツマ 5^K»4： 力力卜® (09.0 1 tX[TPS xenrttlPS 
フレーム BSffl ボリパーツ CU 2® も忘れな ve と • 团6**力 MWH ドパ_ツ卿》《职)«»氤 



W 14 


使用パー ! y: とも m38*G13X 18 J 16 〜 19 、 

J10,J1 UU16X2.VM KVM5X2.W4X2 


jn 




CIS 


A38 


U16 


38!!1 

3 SBBS 


2 1 

曹 フルパー 


wsES&^msasiimm^m ：ca 


•sty パーツ (u i 


IWO 取 0 付け部 ( W 14. 


US 響 


Vl-5 


ns 


116 


VI-11 


曾卜 3 で組ん1¢ツマ先®下か s 足 « rae « 取 cw ける*力 
力卜 b ソール (n b ) と足裏在* IA /5 か&足酋フレームに 
敢り锊けが珥齷，定首フレームに》センサ—ディテール 
( VI -11 > とダンバーシ11ンダー CV 1 石)安取 0 付 


2003年 11 月発売* 
錮格： SOOOO 円(税 









































































擎 


WTO 


C 9 


CIO A39 


CT 2 


m V1 * 12 ^ 

_ 11 11 nq 

® 3 r » l 

j _ I 二 + ■■ 

〇 0 __ II 


r » 




P23 


3 ggir 

一，- .■ ::心 




H 


^£2 




W18 


W 1 フ 


013 


13 光 au 014 

mw 



故 '.:-^ 




iiSi ^ 






3 观 5151¢33 





mm 


:S A -3 

駟 S A -2 で級ん鋩ブ a ツグ 5 

ここで％アーム®時き*■盡 
えなし i < ft 5^ USSC カパ- 
パーツ tou « 取 〇 付ける b か 
/ t — ニアノズ IMn 3_ W 17. 

mau 

• W 17 tW 18 B « lS_L 


05/左: 08>に鞴甲 
-ム ( P 乃％敢り馆ける Q 


觀パーツ: 

<左右とち> 
C3 〜 6X1U 
C 14-16, 
022,1)3x2, 
01 ,05,06. 
013.014. 
P ? x ?_： P 23. 
t . P 32 x 3, 

W2,W17,W18 




んだブ□ックを取り付け、 

懸後に足截正面装甲 $ Q 

會足薦ア-マ^ m ® i 2 ンサー ( Asawio ) 

® 先 gub/u だら,足額酶 ^( cs.cicw で挟 
广ノ e 明が祕: tr ノサ -© 上下初®なぃょぅ注齔 


使用ランナー 


⑤ A 脚部装甲 


SA-B 


x 2. 


2.0 x 2, Pk 2 v Wx 2 

:55分 


使用バ胃ツ : (Set fe ) A 37* A 39, C 7, C 8, C 9, 
Cr 0 X 12, D 5, O 4, VM 2 W 5, W 6 sWI 0 


4^3 

争太モ^フレームに装 
甲 ( C 7、 C 8) を取0村紙 
ヒザアーマ™™フレ*'"ム 
E は:* 4で組んだブ D 
，ク萑取り付ける•スネ 
フレームはェ種 T で組 
み上げた足酋ブ a ック 


wrnmm 


ffS , 写霣© 
よ3にヒザ臞 


反対簡の明鳙力 
パー ( J 7)« 取0 
付け氤 


ZA 19 左: 
2 Aai >« 冪 
真®よう颂 


(017*018) 

で8甲用アー 
ム ( ras > を挟 
み込ん E 5 力 
/ t - tW 33) 


3 -7 

•太モモ用ダン 
パー(右： P 1 S . 
VI *18/ 左： 
piavi * i 8 )t 

ヒ UTOB 用 y ， バ 
ラカバー ( J 8. 
J 9) は®6かじめ 
私で »<• 


3 * ® 

會スネフレームは上卞でビス止めして 
か5タンパー® KP 1 7) と力 K ーバー 
ッ(024》 

3,10 


で投んだ 
ブ a ， クとヒザ矚 
簾用《リパーツ 
( U 4 K 足言ダン 


ツ （1 




メ妙ユパイブを通し，これ餐鼷 
ツ ( WM 1、讲15》で挟み込1^メ，シュバ 
イプ》3〇ミリの ^ sagbr おこう • 



3-8 

•ヒザ フレーム 
を太笮モとスネ 
で挟み込*ビス 
止めした3鼸籯 
カバ— < J 8) を 


代わる®で注意•零！!奄參考 


鼸簾ブ〇ックに取り付ける太 
モモ胃面ディテ_ルと mu パ 



棚パーツ ; ffi) JB 〜 a 02 . 03 、 01 7. 01 8* 
02 1 〜 24, P17x2,Pl8. P24. P29.Q8. Q9, 
37,S9.U4x2,U10,U15.U17.USe,VMS. 
W11,W15,WS8.W2aW33^ZA-19.ZA*Sl. 
メッシュパイプ 130 ミ U]X2 , 足用パネ . ビス riP2x6 レ 3 

(左 W6 〜9、02103,017,018. 
021--24.P1 7k2,P18,P24.PS9,Q7.Q10, 
S6, SB, U4 x 2, U 1 0.U 1 5, U17.U26, V i-16, 
W1 KW15vW88,W29,W33.ZA-19,ZA^U 
メッシュ/ C イプ [30 ミリ 1x 2 •足用ノ ?ネ % ビス {TP2 x 6] X 3 



-78GP01GUNDAM GPOl/Fb 


⑧脚部フレーム 


特集 2 PG RX-78GP0 1 ガンダム (3P01/Fb ビクトリアルカイド 


















































1 1 讎プ I クトグレー Hfc: タト 1 J アルガイド 



外 


内 


Tl 1 





H 


L9 






G4 


1&B 




(T-1 1)はランナ_ 








片方の接鐮部奄〗 SO 度自 
して左® ttiK： して»こふ 



作 






gffl パーツ: C6)A4 、 D2 ， D8 、 04 〜 SJ8 〜 1CU12. J \2,J)7. 
L8 丄 9、u 3、P5,P20 〜 aapa&ras jn x4.us.wa 

CBA1, D2. D8LG3 、 G5.G7J8-T0ai2,Jt2* 
J17,n0-12.P5.P20-£2.P2B,P33,l I ! x4.US.W8 


0 付けてか 




- m WW 


胡 《_:B4,GS/ 故： 63、G7»Cffi m 3 

0«»瓜财、謂の左^^プ□於は外！！で雄んだブロック 

©於が長く狂コている® TMXSUCiu 奄パーツ圆 Ea&fttJ も 


n 



P20 






"Pi 

1 1 )9 JT2 

w 置 


5 B 8 

•ツマ ife/t —ツ »/ トニア 

雄(右: L13/£:L12) に 


frd ；； S; 


__ __ _ 

D j 〇 

r 




: A1) と：/ール (18) 
MJ •左右共通®力 
力卜ち B 嫌にパーニア* 

m 2) にビン (P20)«H 

足した5、足裏 (t9> と V- 


m 


P21 




私，* i* c 


SI 


趨[陸 _ •フルパ—ニアン共用部] 


使用ランナー : R.S. UX2.V2 

no 分 




①腰フレーム 


U24 


U24 


R4* R5.R9. 
R15-18, 
320.321, 
U6X2, 
U24X4, 
V2-33H 
DC ( ダイカスト ) 


翬 


1 -3 

會臞部麄後フレームを編ん％3上面板 
(R15.R16} を取!)捋ける•上面板 E は 
左右 (03^ 卿細でなI広と • 


1、2 

1 3 • 1 f ー ツ« 取り付 t«fcB 部フ 
レームで内板 (R17.R18) 奄挟み込 


嘗讀薄7レーム備 :R4/ 後:明)は朗にボ11パ 
-ツ (U24) を B 定しておく •ポリパーツ®锌®を 


册 C 9 



w? 

釦匯部フレームと■フレ 

-hmhTsmaaos&u 



I g 

脅 ：!>S13a/u だブロタク®±5か S W03E 
板{晒を取り付ける,天板には漏後®通い 
がある®で两ないこと* 


V2-36 


し5 V*4 

會ブロ! y ク奄層フレーム (S2CL ダイカス h«© 校 IW9I(DQ® 上下 CttffiU パ 
S21 >で挟み込む,■フ V- ム®難 CJKU -ツ (±: V&33/T:V2*3S1 を取り付ける* 
パーツ (U5) を取り付けるの奄忘れないこと 




tP32 マ , 




-S A ^ 

t«w •ど® o にジエ本レーターブ a ック 
を取〇付 tf its，_am»®e: してスネ 
の tMW (C 16、 C22) を取〇«ける • 


曾 5 A 4 で纏んだブ〇ック ICMK 部装申(右： C 3 左： 

04} および,パーニアカパー佑: Ce /£: C 5)« aR >« ¥ A -4 

trcm ,t 外装 (gi i,ci4.cim® 醒にアーム国定パーツ 
はモールドバーツ (W2) も忘れずに， <P32 洚 Her る。团 EK —ツ©上下を矚道えないこと、 




























































はデイテールバーツ ( K 14} 奄左右フ〇ント 
アーマーズル W 23 m 取! m け* • 
またで組んだブロックは U アセンター 


t で組/ yft ! コクビツト wa » 

K *»5 M ^ O « trCSBW «^ 

そ®後シー HB 面パ*-ツ urn ： 
キヤノビ _( A 3 B ) «® rr る涔 
_球分か0やすくす Sfc め、コクビ 


0-3 

畲パイ〇ット i 
先 K ： パイ〇ット 
6コン V_IW 

0付ける。そ03 
先 ICS パ-ツヨ 


COREflGHTERE® 


x2,Va,Wx2 ； 2Av ： 

5»( l »® fc 0) x 2] 

ビツトプ□ツク 


3 J 



:瞄甲と組み st > i * 瓠 
TO 甲 ( D ” Ctt « ■パ 
ヴ ( js)®«en 


■サイドアーマ ー JJMW 

〖6)を取?)付ける。ま It 、 上 
■面 ( J 4) には _<«m 


曾センターアーマ _ CE 1 4) E tfrS で箱ん 


例 1© に取！ W け氤 








K ブ D ， クに上 






HI 3 


K 21 


li 


A 25 


■一货二 v or * I 



M 

A 28 A 29 


W12 

M 


マ ㈣ H 

til 

醒 

( U 8) C ポリ 

パーツ ( 

U 7) 

と 



取 0 付けてか 





gW RtfggRa BBI 


igaiiii=iaia 

YS YS 




n 

3 JB^eis 



K 7 

U 8 


K 4 -jAk 


アアーマー »»( L 8 >CilCU パー!: 


mm 


-f * 1 J.1 j 


.i 趣 o . 




: i :.;( セ 


:⑽を取 


赖パーツ： 

D1 xZ % DT0x2, 

E13.E14. 

E18.E23 、 

G1 ， G2v 
J 8 x 2, J 3 x 2, 

J 4 x 2」 Sx 2、 
J 23 xe , K 4, K 5. 
K7 〜 a 
K 14,16. 
U 6 X 2. U 7 X 2* 
U8x4,W3x? 



«s 

oo 

雪 1 冒 ■ 

tti 




c 織ん鋩ブロ 
ック餐■フレ 
ームに S 定^ 


c は装甲パー 
ツ （ E 4』5. 
E 6} を取 D 付 




7 ファイター I ! 


フルパーニアン麵状部分] 


使用ランナ ー: AiBx 2 Xx 2、 DX 2 % JX 2、 Px 2 、U 

30分 n ! 


:ぬ紐 - IMS 


017 C 19 


①コク I 




W 21 V _ V 253 


- 1 


□17 


016 


U 39 


C 20 U 38 


^ h (2 A 24» C « 

( B 7 )^mUXp 

『(ネル ( ZAU を取 
【ため M する人« 
&雄っておこう* 


脅コクピット两囲 < BS 4、 B 2 S )© 
襄靄には t 各種ポ U バーツ 
( VS - SS , VS ^3. VS -3 B ), 5/- 

トスライド用フレート （ W 21, 
W 22> ，着»»八ッチ （ D 18, 
01 7) を S 定する， 


3-1 

曾雄》||^ ( G 1 7 X 21) で 5 P 1 
( C 1 > と擁 CP —ム ( P 良 U 39) 藿 
挟み込む*それ®さらに嫌薦後半 
tcta , csoj で挟み込むが,こ© 
とき接縑アーム ( P 8. U 38) mm 
り付げも忘れな tvc と 


A36 、 87*B24*825* 
D16.D17X1X17, 
C19-0KJK 
PS 、 P 9* U 38*. U 39% 
V 2 逆、 V 2-23 ‘ 
V 2 39. W 2 K 
W 22. ZAK 2 Aa 4 




使用ランナー: A 、 H 、 


機体前半部 [ 陸戦型 ] 


R14 


R13 


U 11 


A *3 i A -2 

za 32 會雄体前半薄フレーム mwc 後部: n /— 卜 
左: M 11， ZA 33 m あ5かじめ組んでお <• ( R 13. R 14) やそ®他のバーツ （ R 2 S 、 

1111>を取?>«けて©<_ 


使用パーツ: 
A23.A24, 
EKHI 4. HI 5, 
M9M\0MSZ, 
M23.M24.M25. 
R 7、 R 13、 R 14 
Ut lx 2^X23, K24^ 
ZA3S«ZA33, 

ヒス [TP2x6]x2\ 


\ 



右用 左用 

ZA 32 ZA 33 

AJB 

M 9 Ml 1 






t-f 
/L 






4 

1 

E 







• 

■■v 1 






perreaGrade haond Guide 
























































































CORE-FIGHTERE i a 機体前半部 [ 


H 14 


M24 


H -15 


左用 右用 M 23 

巍 A X23 


M 25 


X23 


I ： warn 


2 A ，7 


2 A -6 


畲エアインチークにフィン(右:站3/左: A 24) 
カバ佑: H 15/&: m 4) 級 K ) f ^№ CI 伴 8 MSB ®* 


: ass 


( M 24. M 25) 


觀体正面インテ_ク内©フアンや WTTOMW 
る， © ft パー ttSSWHJW 脚 




ム％取！)付け fcS , 讎 BK 
-ツ佑: X 23 /左: X 24) 
»0カバ_佑:1^/2£: 


COREflGHTERII ③ A エンジン部[陸麵] 


使用 


ナー * A * Bx 2«0 


■ f^L 


M , Px 2, Q % R , S . Ux 2 % VKWx 2 ,XsY 

關 3 〇分 



右用左用 


S 22 右用左用 


し d 」 


S23 


fi 


4妒 


盛り」 




曹ビーム•サーベル©*部 ( B 23 >ClKU f 組み上げたエンジンにカバ"^右: R 24 會エンジン(右: S 22* S 25/ 左： S 23, 
； t -^( u 1 / 左: R 23 俺取り付けカバーは左右で B 24 m 左右で形が画う©で注*•エンジ 
E 19. YH 1 /左: eaa . Y20 ) で谢リパー形状が翼なるので注 au ン内には谢山 use ) を a り 




Y 8/ 左: Y 7) 
は根元に B 定 

■用 "•夕 

cusamffiD 




Sft ： VT - a /& a ： vi -7 iie 

**(H ： P13/» ： P2S)« 


1 ，誓、 1 ， 

■■■■■■■ ES ” 桃附けるこれを 

絹み合わせて主讎の宪醺 
ンプ〇ツク本体 k ： 主 Pts 定- pg 才 yy ナル©翼鳙5サ 
に又ライドして梅方と本体_のイル （ DsmB 定バづ 
b クす I ( P 14> で主圈 dRW け& 














































































































2 




M 15 


bb 

V 2-38 _ V 2^38 


P 3 VI -3 




ZA 12 


ZA 13 


Ini 


- ■ 




■M 


ミ 


f:a 












w w 







( ZAaa . 

EA29 》 でポ 
リバーツ 
W9 〗 と * /t 

一 (2 A 6 m 

mmi. 


(ブースターポッド: ara 作) 
D3.D4*D13,D15, 
IS^7J20,J13.J24. 
U9.U13.U14, 
W!9,W25,W3K 
ZA6 、 ZA28 、 ZA29 
体:体^ 22 X 2, J 14 x 2 JC 1 〜3、 
K6 、 K12*K15〜m 
P13*P25x2*R8, 
U 13 x ?, V ^10. VM 7, 
VI18. V2 26-28, 
ZA 16 mP , ZA 25 x 2. 


の MSO 級 U 形。 
また、 R « S の 
M 18. M 19 と，プ 
ルバーニアンの 


A15.MT2.M18,M19,P4.QI 
WtBJZAaZAl U ビス UP 2 

{フルバ- 

A 1 S.ASB.AS7, MSO. P4.Q1 
wte . zAs.zAi h ビス ftps 


wmmom 


: A , M . Pk 2, Q . Wx 2, ZAx 2 

30 分 t 15 分{1鼸®た WX 2 I 

① :3 クピツト八ツチ 


仗用/、ー ノ - 

AS0.A2KA31 X2.A33. 

H8.H9.I2x 2^ M3«M6, 
M 7 x 2 % M 13. M 15 vF ^3 k 4, 
SS.SB.S16.817, 
V1-3X4^V1ia 
V1-20.V2^35,V2 37, 
V2 38x2,W26x2, 
Y3*Y4^Y1UY12*Y19* 
ZA 12 k 2 % ZA 13 x 2; 

ビス 「 tp 2 寅 6 jx ^ 




的に 


[上面 KSS ) C ： JWMB ブ 


農 A -4 

脅 f A -3 で組んだブ〇ック Ci 
( S 2) を取 t )« t # てビ X 止办。その後•鄉左 
右 s ^(Me、M 1 B } mm^^maktsm 
甲 W13) にインテーク内デ^- IWt 


甲 ( Ml 3にインチーク内デ^^ル 
S 17/左 ： S 16 i % Hie し & S , メ 
止めする 




55 



1-3 

t A^E^omdMicAi5) をはめ、 
画か6は T*1 ^§^«ァ_ムをビス止め•麄 
か5はバ好瞩戰: M18,M18/Fb: 
A26,A27)«Wt3^tta. 


CM 

曾コクビット八5#チ典明用アーム (cn i 

QT 的で本体讎アーム (2A1 ”とビス止 
め用/ (ーツ (P4>« 狭2必0•このと S* P 
4の0芝を ■« 塞足なし〗こと。 


BREAST 


麵ランナー: A 、 H 、 lx 2 





胸 _ 甲 ® _] 


VKV 2, Wx 2. Y , ZAx 2 

:25分 




.•' 




BREAST 


胸部 [ 







晒办 

本体 


み合わせ te 
〇フレーム 







»©細013、 

016)ちここで 


はマイナスモー 

跡脈 I 8 J 7) 


36^4 

争/ 1— ニアノズ 
ル n20、J13, 

U13)»JBS か 

じ JMfi/y で® く. 
ブースタ浓ッド 





























































































W26 


A 31 


■r 1 


H 9 


A 21 




M 3 


M フ 


A£0 


H 8 


:】: : J ii ； ' 


4^ 

\7wf 


Y 11 


Y 12 


Y 3 


V 卜 20 


V 2-37 


^B l2 


A 33 


a 


V 2-35 


VM 9 



右よ用 


A 19 

^ ^iri 



A 14 


M±M 

A 17 

穿曹 

Q2 

W 

v l 

A 13 


11 » i ‘ — 





_ ： 


右下用 


All 


Q 21 





ビス R 20 ビス 
| TP 2 x 6] [ TP 2 x 6] 







A 18 



スラ スター 
カ バー 


スラスタ， 
カバー 



2 B -3 


?B2 

tmumsm 


(ZA12, ZA13 ) でシリンダー 


脅瞻メカ #1 上置 1 (FH9)ldRBI パーツ (VI 嶼餐挟 # 込み、カバー (P3 ) 着被 
鼸ブロ，ク tUtU パーツ (V2-38) 、せておく • シリンダーパーツ ® 
ffSC3i7fcf^W Xiy^mumt^ HttSJgtn 充〇 »« 网じも ®* 


Q ] XHQ 6、 
Q2Q.Q2URT9, 
R20.V1-4X4, 
V 2 38 x 3, W 26 x ?, 
ZA12xg,ZA13x?, 
ビス ppaxsix ^ 


使用 M— ッ : 
A1 トレ!、 
3.A31 


會 _ a スラスターカバー [ T 1 (右: A 1 K 
A 1 B , Q 8 ノ左： A 1邑 A 18、 Q 5> をあ© 
& UIMBA で® く •カバー Ltlt 邏 a しな 
いよ3に、躍* OS み立てよ5•ここ fe 臞 H 
ハッチ[小】 ( A 1 UA 1 2>® fi きを W ■え 


F 11 m-FW) 
のそれぞれにカメ 


2LFJH 、 し Px2、lUx 


A 34 / 後: A35) 

鼇取り付ける ■«! 
圈佑: HSH: 
H20) にはそれぞ 
れバルカン碾〇 
mai} を取!3付 
ける•方白を筠け I 


f 頭班メカにトサカ®® 
アーム、マスク ( H 22) を取0 
付け4、 


anp : 


網 

a 用アーム 
(P30.P3DT 

ポ U バーツ 
( U 31) を挟み 
込 C*rtt_J パー 
ツ KH じ方向® 
敵てお <• 


HEAD 


頭部[陸戦型 • フル/てーニアン共用部] 


使用ランナー： A、B 


1-3 

會 / 1 ーツ © 上下 « 两 »^ な U よ 5E 霉 
池ボックス (L4 丄 5) を雄み • 8BK )© ポ 
タン電敢 <GR1 220>«+ 面を上!；:して 
取 D 付ける ^ 


會アゴのメカ部 ( AS ) 6：目汀13》 
とダンバーシリンダ _{ V 1 -K 
VI 2)¢取り锊ける 


疇まず襯部フレーム ( 右： 

を取0付けてか氐猫 ft ダ 
イオー Ht ク U7— パづ ( 
A30) 赛組み S ねせ K： も 
©を取！3付イ 
オードは足の*い®3奄 
上にすること•後頭顧にス 
イッチパーツ(X1 1) を取 
G 付けた S* 各*具祭ビス 
•ビスは釋めす 
ぎないよラ注 au 細こ鼸 
部フレーム(左： L14} を 

m^zt 


Wt -?^ SJQ 0 mA 35, B 21 xi ^ iaH 3. H 2 IH 2 mH 25. 

Ll -5 i 1411 iP 3( W * raUiRSx 3 Ln 3 aW 级 

XI UStnrax^t 親 ^ ； H^C^(AJEmJ9^GHCRimSBB >】 


上方プロック 


ブ□フクを其 


□20/ 左： Q 21)® 取0付 
ける。 


r&s 

峰 2^7 で組 


② B -1 


JB -4 

县ラスターカパー1上]佑: A 14. A 19、 
Q 1 / S ： A 13. A 1 入的)® «S かじ IMiA/C 
おぐ•矚取 b チ ( A 14. A 1 3油商 e を爾 

■えないこと • 


BREAST ② A 胸部装甲 [ 陸戦型 ] 


之 A-7 

峰2 A -6 で®ん 
把12ンザー著上 
面 K ： 取り付け S * 
こ©とき、»部前 
方のセンサー7( 
-ツ ( M 3) も取り 
付けてお< 


ZAS 

蜂胸 « 上面©センサ 
一は、力 / t_{M7 ) に 
ディテール 
取り付けてか &• ク U 
アーバ ー {A3 1 】を 
取 0 付け*•デイチー 
ルパーツは一度取 0 
付けると外せないの 
で注麻， 



ンテークカ/ 1_ 
(右： A 20. H 9 
左 A 2 I 
H 8} は1 

mm 

これを龙で 

mfutmmtcm 

〇付ける* 


? A 10 



Z A -9 

螓？ A . B で雄んだ霱 
围 Lit ， クバック上面 
カバー®: Y 1 2/左： 
Y 1 り《取0付け,* 
面カバー ( Y 19} と組 
み合 tms •背面カパ 
一には K - ニアノズ 
ル{!2)«取り付けて 
»<こと 


峰後»センサー 

( A 33. V 1 19, 
\H 40) を ®6 か 
じめ雄んだ S • パ， 
クパックカパー ® 
部 fY 3, Y 4> T ? 挟 
み込 C, こ©と色 
轴の箱纖用ポリ 
バーツ （ V2 35. 
V2-37>fe 忘れな 
いこと 


?B-5 

峰？ B.3 で組ん 5 oi^ji5*»¥bhr 
20i®s 付けて tfK 止 «>• そ © IT SSC:NS± 
_ 装甲 (Ms} もビスで固定す今 * WHS に 》£ 












































































画 

WA 


I 中 




H 3 


V-- & 
■し 1 ! 


F 9 


L 3 


V 2-24 




ft 


IF " 




ノ 


令 




AP 




ダ 


U 2 


ク 


F 12 


tl 




U 29 


Q 13 


P 34 VI -1 3 / 

VM4 


28 






mr 4 Mnt ： 


W 32 




ZA14 


J 


U 19 


■ _ 響 f 两讎 


ZA 27 


313 ^ no T 5 ® 315 




B 20 ZA 5 


m 


P 36 


日 14 B 4 B 12 




H2 — HI 

■そ 




BV 5 


B 12 U 20 


•禱 


ElO 


ZA 30 


ZA 31 


iffbg 


U21 


W£0 


90度曲げる 


P16 


4 か^ 


I^lt I M 

場 *^ 






勹 f r ， 一一 t ■ - 胃乂 rrnrr 


にカパー ( P 34) 奄被 
匕ジ两節力 
/ t -{2 A 22, ZA 23) 
で挟み込 c * cn をビ 



12-2 で組んだブ〇ック E 
箱饒の甲と前 H の腹 0)8 甲 
邮泪よ氏上鏡圃酿〇下 

左: H 8 J « 

取り付ける。 


曹箱賭申 tt 左右で細になっている•申钃の 
装甲 ( B 4) C 囲定用フック ( B 1 2. B 1 3,814, 
B 1 8)®取0付け、ポ U バーツ ( U 20)© 取 DM け 
妙力 B ( J 20> で SJET る X © 勘 B では4つ© 
フ^^ ttH いたままにして©くこと • 


W 3 \U)^J 

いを^^氤專真を 
机、よう 

にしよ 5* 


SHOULDER ARMOR • 肩ァ-マ-[陸酬 


使用ランナー: A 、 Bx 2、 HJx 2、 Jx 2、 Px 2 _U 


峰»フレーム®形状 
は左右で® SHU も© 
な®で、 HRS ブ〇ツ 


4 A ^3 


t ア”ムバーツ 》 ao 度折? Mtfe んで醑 JE « ム侧には 


ツ ( W 20 俺取 D «» る®®^ 


箱後アーマー用アーム ( P 1 6》を取!^ける*フレー 
ぶ アーム ® «U ぼうを®0 付ける© で注遍 U ま忆 


■— ド 【 - ^ ， H- T 了 晒 r = 晒 - 想.『一 一 ——--1 ■ 

ム a *、 mjn - y ( UB \ 


伊电メ i 一，： 

( 右 } AB 、 BKB6 、 B22,H17*H19J 
14^ J 18. J 19* P 16 x 2. U 2 UUH 8* 
Wax W24, ZA30.ZA31 

nu 1 8, ji9 、 pi 6 x 2、 us i 、 uas, 

W20' W24,2A3CK ZA31 

豪篇朗節轆とアーマ—と雄ぐフレーム 
CSM&Jt ： ZA17) は Hffl パーツ 



棚バーツ : 

Ce ) B 4, B 5. B 1£. 

B 18^ B 19, B 20, 
E 7. E 8 .HKJaa 
P 36* US 0. ZA 5 
(£) B 4, B 5 ,Bia 
813,01 4,815. 
B 1 S « B 19、 B 2 Ck 
E 9. E 10, HS ^ J 2 (X 
P36.U 20,2 AS 


5 F _/ x ( P 3 B 、2 AS ) を取り付ける•こ® 
アームは先に上臃フレームに固定して 
おいても)却匯な IV 


奮1ム©箱腕甲® » fe る部 

ーム ( U 1 9、 ZA 26, ZA 29) を 


カバー部分を折 D たた 
んでボ_ルジヨイント 
に接規する•さ6に① 
»31?組んだ匕ジ上フレ 
-ムを取0付ける*ヒ 
si 两 ms には匕ジカ 
バ_基部{右*！面： 
J 18/ 友舊面: J 15} 
し戊く • 




會手菌期節のシリンダーブロック m 茚は 
PG 2/ U — ズ恒倒®シス x ムインジ x クシヨ 
ンパ_ツ•ランナー0^6切り*し fcfe ® を折 
り ItfcG だけで每*させ S れるよラ E なつて 
いる*これとボ y パーツ ( U 27) を取 D 付け fc 


( ーツ : (6)LS0,S 14,815 .11, Te,T3. 14.75 
^£)U9,S12.S13,T6,T7, T8,T9*T10 



^>5 

峰磁が力部 tZA-l 
ZA 15} に 1*4 で g/u 


1 1 

會*体接嫌用浓 Uit —ツ tli 1 2) C カバ 
_( W 1>«被せて麗期 __^ ZA 18、 
zaso ) で狭 a « ac * これ®ビス止めし、 


ンダ-と組み合ねせる。 
BTCtt ブレードアンデ 
ナ ( H 3) とアンテナ畐 
«《 A 2) をトサ》®刪 
面 1 C サブアンテナ ( FS ) 
を取0付ける•さ S に 
供臞部装甲【右: HS 4 
/ S : H 25 it 後 MS 


I .フルバーニアン共用部] 


峰 » H 接嫌フレーム 
(PB> と上扁««フレ 
-ム ( P 28>、 さ SCt 
ジ用ダンパーシ y ンダ 


V 8 

脅菌パーツに UL 2 J で IKU パーツ ( V 2*24)€ 挟 iWi/u 
でおく S か,後撕瞬押 ( F 1 S ) にはパルカン路 ft * ( L 3} 
を取り付けておぐ 


使用ランナー : Bx2 、 E,H 、 Jx2 .し Px2.GUS 、 T\lix2 、 Vl,W>c2 、 ZAx2 

:1 時团 35 分〖 2 本分】 


①フレ-"ム 


使用ハーツ： 

Ca>Bl 6,JIB,J16. P6, P&8, 
P34^Q 13.Q15*T1 已 LH 2, U1 9 、 
U27, U29, V1-1 3、 W U W32, 
2A2.ZA10^ZAI4.ZA15,ZAia 
ZA20, ZA22. ZA23.ZA26. 
ZA 27* tCX OPS x 6 ド 3 
{ SBiaJ 15, J 16, P 6. R 2 B . 
P34,Q14,Q16.n2,U12,U19v 

U 27, Uaa . VM 4, W 1 , W 32. 
ZAS.ZA10.ZA14.ZA1S. 

ZA18.ZA20.2A22,ZA23, 
ZA 26. ZA 27. KaiTP 2 x 6] x 3 















































































J 19 




-■ -y 




V 2 



S4 


V2-29 


X4 



で繕んだブロック 
体フレーム ( X 10、 


とき、¢5かじめ組んで 
© Ufc フォア 5 MJ ， プ 

( X 14, X 15, va *29). 

E バプク H 定用* 1 J パー 
ツ ( V 2-32), グプ用 


vi-ai 


§ 


A 32 


V2-30 





XI 




ーム e 本体カバ _( X 3, 

x 4) で狭此 e 
ジッテ発生器 < X 5) も H 


.f, .• .■，，• .，•... 『■+• ^",_ - _ IT, 


底歸の力 lt_(X21> も 
取!術けを忘 nttu こと。 


X6 




X2S 



•マガジン （ X 7_ X 8》 の 

SZ 1 中に 》»«( X 22> を取り 
付ける：完成後には見え 
■ 狂い部分だが•こだわる 

A »« U よう • 


S 18+ S 19 


I_ 







X 2 フ 



バ： 


2 -A 

•!-2で組ん|£ブ13，ク 
に耱方カパー ( XE 8) と 
鏟 a ( XI 3},センサー 


’1 .、 


_ 


K13+K20 




i— - 


X 18 





S 3 


霜トツ < V 2 
とディチールパーツ 
( vi^sush 定し， 

f ぶを - U 


使用バーツ : A32, S4,V12K V2 29, 
VB30. V2 32. WSOvWCt. 

X 1^8* X 9^ X 10, X 14* 

X15,X20,X2KX25,X26 


F 、 HPx 2、 Q 、 Si \ n 、 V 2、 Wx 2 .WaX A 

15 分/マシンガン :10 分/シール H :45 分】 



① ビーム •ライフル 


を取 b 付け1饞口 
はスリット mj：Kx 


X 2 Bimih ^ OS ： 


定用パーツ ( W 30) 

レ2 


棚パーッ :( 右 ) C2,B17, 
J18,J19J3x3J4J15K2. 
J22.NKN2.N3, N4 、 fSJ6.N8 、 
P 1. P 2. P 12 X 2. P 1 BX 2. 

P37x3, U21.US&WSO. 
ZA 3, ZA 4, ZA 7, ZA 8. •用 i t ネ 

(左} C 2. B 17, 

JieUJiaj 3 x 3 J 44 T 5 x 2、 
JS 2 .N KN 2, N 3、 N 4、 N 7, NSk 
P 1, P 2^ P 12 x 2, P 1 Bx 2, 

R37X3UU21 *U25‘W20 、 

ZA 3、 ZA 4,2 A 7, ZA 8, 屬用バネ 



a) pnolouopQ:0 "DDJ ou <DiJ _0Q. 















































































































































































































